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嘩鱗モ掘。、

　
八
月
二
十
八
日
大
厳
寺
高
原
の
観

光
農
園
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
が
行
わ

れ
た
。

　
ふ
る
里
の
森
会
員
な
ど
都
会
の
人

達
に
土
に
ふ
れ
、
収
穫
の
喜
こ
び
を

味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
今
年
試
験
的

に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
栽
培
し
た
。
来
年

は
さ
つ
ま
い
も
を
約
十
五
ア
ー
ル
植

え
て
本
格
的
な
い
も
掘
り
の
出
来
る

農
園
に
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
今
年
は
新
潟
市
、
上
越
市
な
ど
県

内
か
ら
二
十
五
人
の
家
族
連
れ
が
参

加
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
、

と
り
た
て
の
イ
モ
を
試
食
し
、
一
人

約
五
キ
ロ
ず
つ
を
お
み
や
げ
と
し
て

持
ち
帰
っ
た
。

9月21日～27日

裏㈱
騨塵環境衛生週間

9月9日「救急の日」
　　《獅少駒藩露だ

9月9日～15日「救急医療週間」

321日日日5
日

191486
日日日日

282221
日　日　日

選
挙
管
理
委
員
会

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

子
ど
も
交
観
会
（
葛
飾
・
松

之
山
）
6
日
ま
で

町
長
・
町
議
立
候
補
予
定
者

説
明
会

献
血
（
浦
田
セ
ン
タ
ー
）

乳
幼
児
健
診

高
柳
町
議
会
視
察

成
人
式

臨
時
議
会

選
挙
管
理
委
員
会

町
長
・
町
議
選
告
示

立
候
補
者
届
け
出
締
切
り

選
挙
会

入

札
結
果
8
月

▽
振
第
十
号
・
作
業
道
、
亀
石
線

　
延
長
八
二
三
m
（
天
水
越
地
内
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
一
一
二
〇
万
円

▽
振
第
十
一
号
・
運
動
広
場
造
成

　
広
場
面
積
六
、
二
五
〇
㎡

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
二
〇
万
円

▽
産
第
十
一
号
・
西
之
前
集
落
開
発

　
セ
ン
タ
ー
新
築
、
八
八
・
九
三
㎡

　
小
口
組
　
　
　
　
　
九
八
O
万
円

▽
産
第
十
二
号
・
縫
製
工
場
内
部
改

　
造
、
延
面
積
二
八
一
丁
三
九
㎡

　
大
武
工
務
店
　
　
　
六
七
〇
万
円

▽
産
第
十
三
号
・
地
す
べ
り
関
連
、

　
ホ
場
整
備
（
天
水
越
）
二
・
四
㎞

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
一
二
〇
万
円

腐
闘
東
北
電
力

▽
九
月
十
六
日
（
金
V

　
午
前
十
二
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
兎
口
・
湯
山
・
湯
本
・
天
水
越
・

　
天
水
島
・
中
坪
・
松
之
山
の
一
部

▽
九
月
十
九
日
（
月
￥
1
ー

　
午
後
一
時
半
か
ら
四
時
半
ま
で

上
蝦
池

▽
九
月
三
十
日
（
金
）

　
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
半
ま
で

藤
原

摩
矧
麹

9
月
1
2
日
（
月
）
　
　
　
医
師
都
合

　
　
2
4
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

口
う
ぶ
声

　
妻
島
　
伸
二
（
田
麦
立
・
春
夫
の
二
男
）

　
南
雲
　
明
美
（
西
之
前
・
久
仁
平
の
二
女
）

■
お
く
や
み

　
久
保
田
徳
松
⑲
①
（
光
間
・
大
下
）

　
小
野
塚
ム
メ
㈱
（
湯
之
島
・
久
蔵
）

　
村
山
　
ヒ
ロ
㈱
（
五
十
子
平
・
古
屋
敷
）
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一
般
会
計
補
正
予
算

　
昭
和
五
十
八
年
第
七
回
町
議
会
定

例
会
が
九
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
二
日
間
開
か
れ
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
学

校
行
事
で
ス
キ
ー
場
を
利
用
す
る
場

合
の
リ
フ
ト
代
（
一
シ
ー
ズ
ン
十
一

回
券
一
、
五
〇
〇
円
を
小
学
校
三
年
生

以
上
は
二
回
、
中
学
生
は
三
回
〉
を

補
助
す
る
こ
と
に
な
り
；
＝
万
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

ス
キ
i
場
建
設
費
に
一
、
五
一
七
万
円
、

林
道
整
備
費
に
二
〇
一
万
円
な
ど
が

追
加
さ
れ
た
。

　
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
（
国
保
、
簡
水
、
老
人
保
健
）

の
認
定
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
で
は

歳
入
に
財
政
調
整
基
金
か
ら
四
、
○
○

○
万
円
を
繰
入
れ
す
る
な
ど
し
て
苦

し
い
町
財
政
を
の
り
こ
え
て
い
る
。

一
四
一
万
円
追
加

財
政
の
弾
力
性
を
最
も
正
し
く
示
す

指
標
と
し
て
重
視
し
て
い
る
経
常
収

支
比
率
は
八
○
・
二
％
と
相
変
ら
ず

高
く
な
っ
て
い
る
。
（
市
町
村
で
は
七

五
％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
）

　
国
保
会
計
に
は
一
般
会
計
か
ら
一
、

二
六
〇
万
円
、
簡
水
会
計
に
は
一
、
○

○
○
万
円
そ
れ
ぞ
れ
繰
入
れ
さ
れ
て

お
り
両
特
別
会
計
も
苦
し
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　
人
事
案
件
で
は
九
月
三
十
日
任
期

満
了
の
教
育
委
員
の
任
命
が
あ
り
、

久
保
田
達
司
現
教
育
長
の
再
任
が
議

会
で
同
意
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
に
は
ス
キ
i
場
、
老
人

対
策
等
に
つ
い
て
七
議
員
が
町
の
考

え
を
た
だ
し
た
。

7議案を審議した9月定例議会

経
綴
剰

層
『
○
町
勢
要
覧
印
刷
代

○
庁
舎
排
水
工
事

○
町
税
過
誤
納
金
払
戻

○
県
議
選
挙
費

○
参
院
選
挙
費

六
〇
万
円

四
五
万
円

五
六
万
円

一
〇
万
円

三
四
万
円

○
町
長
・
町
議
選
挙
費
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
＝
二
〇
万
円

層○保
育
所
臨
時
職
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
万
円

○
い
な
ほ
園
補
助
金
　
　
　
七
万
円

○
牧
場
の
草
地
更
新
　
　
一
八
万
円

○
農
推
事
業
臨
時
雇
賃
金
三
六
万
円

○
地
域
農
業
集
団
育
成
事
業
の
補
助

　
金
○
イ
ワ
ナ
購
入
代

○
林
道
整
備
費

層
［
○
観
光
費

　
二
〇
万
円

一
一
〇
万
円

二
〇
一
万
円

　
　
　
　
　
（
ス
キ
ー
場
シ
ン
ボ
ル
マ

　
ー
ク
入
選
者
謝
礼
、
新
聞
広
告
料
、

　
鏡
ケ
池
物
件
補
償
料
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
万
円

○
ス
キ
i
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営
費

　
一
』
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

○
ス
キ
ー
場
建
設
費
（
厨
房
機
、
物

　
件
補
償
料
）
　
　
一
、
五
一
七
万
円

層○藤
倉
・
外
丸
線
舗
装
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

○
栗
の
木
橋
、
県
と
合
併
施
工
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
万
円

○
建
設
機
械
車
庫
修
繕
　
九
四
万
円

○
消
防
施
設
費
減
額
（
防
火
水
槽
二

　
基
、
小
型
ポ
ン
プ
一
台
減
）

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
五
九
〇
万
円

一　　　
　
　
理
費
（
浦
田
小
屋
根
、

　
松
里
小
プ
ー
ル
管
理
棟
、
東
川
小

　
屋
根
修
理
。
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
使

　
用
料
一
六
四
人
分
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
万
円

○
中
学
校
管
理
費
（
松
中
廊
下
屋
根

　
修
理
、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
使
用
料

　
一
八
二
人
分
等
）
　
一
二
〇
万
円

〇
三
省
地
域
伝
統
芸
能
伝
承
活
動
補

助
金
　
　
　
　
　
　
七
万
円

○
町
民
プ
ー
ル
賃
金
　
　
　
七
万
円

　
　
　
　
　
旧
　
　
　
七
三
万
円

（
彦
茸
屋
勇
且
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
五
万
円
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▽
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

〇
一
、
一
四
一
万
円
を
追
加
し
総
額
二

　
四
億
二
、
四
六
五
万
四
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
回
）

〇
四
〇
〇
万
円
を
追
加
し
総
額
二
億

　
○
、
六
七
〇
万
六
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
簡
水
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
八
二
万
一
千
円
追
加
し
総
額
五
、

　
六
一
〇
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
町
四
会
計
決
算

　
の
認
定
。

〇
一
般
会
計
決
算
。

歳
入

　
二
二
億
二
、
八
二
七
万
一
、
四
七
一
円

歳
出

　
二
一
億
五
、
七
五
六
万
五
、
O
O
一
円

○
国
保
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
。

歳
入

　
　
三
億
八
、
一
九
四
万
一
、
〇
七
六
円

　
歳
出

　
　
三
億
七
、
二
五
九
万
○
、
五
六
一
二
円

○
松
之
山
診
療
所
勘
定

　
歳
入

　
　
二
億
一
、
四
四
二
万
八
、
三
〇
一
円

　
歳
出

　
　
二
億
一
、
四
二
二
万
四
、
一
〇
七
円

○
簡
水
特
別
会
計

　
歳
入
　
五
、
〇
九
四
万
一
、
四
四
七
円

　
歳
出
　
四
、
七
六
三
万
四
、
四
三
〇
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入
　
二
、
二
四
九
万
五
、
O
O
O
円

　
歳
出
　
一
、
五
〇
五
万
一
、
八
二
二
円

▽
大
厳
寺
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定
。

○
今
ま
で
条
例
に
不
備
な
と
こ
ろ
が

　
あ
っ
た
の
で
今
回
新
た
に
制
定
し

　
た
も
の
で
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
町
道
、
松
口
松
之
山
線
の
改
良
工

事
。
当
初
　
　
四
四
、
○
O
O
、
○
○
○
円

変
更
　
　
四
七
、
四
一
九
、
○
○
○
円

○
町
道
・
藤
倉
外
丸
線
、
舗
装
新
設

工
事

　
当
初
　
　
二
九
、
O
O
O
、
○
○
○
円

　
変
更
　
　
三
一
、
五
二
九
、
O
O
O
円

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
。

O
久
保
田
達
司
（
浦
田
）
6
7
歳
再
任

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
の
選
任
。

○
和
久
井
廣
吉
（
水
梨
）
6
4
歳
再
任

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
当
初
二
一
億
七
、
〇
六
三
万
二

千
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
七
回
の

補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算
額
は
二
二

億
三
、
七
二
一
二
万
九
千
円
と
な
り
、
決

算
額
は
歳
入
で
二
二
億
二
、
八
二
七
万

一
、
四
七
一
円
、
歳
出
で
二
一
億
五
、
七

五
六
万
五
、
○
〇
一
円
、
差
引
七
、
〇
七

〇
万
六
、
四
七
〇
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
町
債
・
国
県
支
出
金

の
減
少
が
大
き
く
、
対
前
年
度
比
較

で
三
、
七
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
八
、
五
〇
八

万
六
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
の
対
前
年
度
比
較
は
四
・
四
％

マ
イ
ナ
ス
で
九
、
九
七
四
万
円
の
減
少

と
な
っ
た
。
浦
田
温
泉
掘
削
や
ス
キ

ー
場
建
設
が
あ
っ
た
た
め
商
工
費
が

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

　
町
債
現
在
高
は
二
〇
億
五
、
一
四
四

万
円
に
達
し
、
町
民
一
人
当
り
四
三

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
負
担
状
況
は
税
収
入
（
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
消
費

税
な
ど
）
が
一
億
五
、
○
八
九
万
円
、

税
外
収
入
（
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
、
手
数
料
な
ど
）
が
一
億
三
、
一

四
八
万
円
で
町
民
の
負
担
額
は
決
敏

総
額
に
対
し
て
一
二
・
七
％
の
割
合

で
す
。

　
町
税
の
決
算
内
訳

▽
市
町
村
民
税

▽
固
定
資
産
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
た
ば
こ
消
費
税

▽
電
気
税

▽
木
材
引
取
税

▽
入
湯
税

六
、
三
九
六
万
円

五
、
二
二
三
万
円

　
四
三
八
万
円

一
、
四
九
九
万
円

　
五
八
二
万
円

　
　
四
五
万
円

　
九
〇
三
万
円

昭和
57年度

一
般
会
計
決
算
七
、
〇
七
〇
万
円
の
黒
字

　　　　　　　　　　圃
　　　　　　　　　　町税
　　　　　　　　　　　150，899千円6．8％
　　　　　　　　　　分担金及び手数料
　　　　　　　　　　　101，796千円4．6％
　　　　　　　　　　使用料及び手数料
地方譲与税など　　　　7，094千円0．3％

一朧努李円1．。％

282，384千円

12．7％　ノ

国庫支出金
199，530千円
9．0％

町債

1111裾oo千円灘飛地方交付税

　　県支出金　　　　　　1・063・304千円

ぐ
　47，806千円　　　　　　47．7％

　11。1％　　　　　　　　　　　　　ノ

議会費　46，457千円2．2％災害復旧費　32，745千円1．5％

商工費94，852千円4．4％

　　労働費その他
　　　7，688千円0．4％

衛生費　64，925千円3．0％

消防費
72，895千円3．4％

民生費
151，512千円
7．0％

F　　　　　　　　　　　農林水産業費
教育費　　　　　　、　　509，845千円
188279千円

脇　歳鶴　2脳
　総務費
聡9・953千円　　　傷　　土木費

　12．5％
　　　　　　　　　　421，168千円

　　　　報計跳ノ
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一
般
会
計
補
正
予
算

　
昭
和
五
十
八
年
第
七
回
町
議
会
定

例
会
が
九
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
二
日
間
開
か
れ
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
学

校
行
事
で
ス
キ
ー
場
を
利
用
す
る
場

合
の
リ
フ
ト
代
（
一
シ
ー
ズ
ン
十
一

回
券
一
、
五
〇
〇
円
を
小
学
校
三
年
生

以
上
は
二
回
、
中
学
生
は
三
回
〉
を

補
助
す
る
こ
と
に
な
り
；
＝
万
円
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、

ス
キ
i
場
建
設
費
に
一
、
五
一
七
万
円
、

林
道
整
備
費
に
二
〇
一
万
円
な
ど
が

追
加
さ
れ
た
。

　
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別

会
計
（
国
保
、
簡
水
、
老
人
保
健
）

の
認
定
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
で
は

歳
入
に
財
政
調
整
基
金
か
ら
四
、
○
○

○
万
円
を
繰
入
れ
す
る
な
ど
し
て
苦

し
い
町
財
政
を
の
り
こ
え
て
い
る
。

一
四
一
万
円
追
加

財
政
の
弾
力
性
を
最
も
正
し
く
示
す

指
標
と
し
て
重
視
し
て
い
る
経
常
収

支
比
率
は
八
○
・
二
％
と
相
変
ら
ず

高
く
な
っ
て
い
る
。
（
市
町
村
で
は
七

五
％
以
下
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
）

　
国
保
会
計
に
は
一
般
会
計
か
ら
一
、

二
六
〇
万
円
、
簡
水
会
計
に
は
一
、
○

○
○
万
円
そ
れ
ぞ
れ
繰
入
れ
さ
れ
て

お
り
両
特
別
会
計
も
苦
し
い
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　
人
事
案
件
で
は
九
月
三
十
日
任
期

満
了
の
教
育
委
員
の
任
命
が
あ
り
、

久
保
田
達
司
現
教
育
長
の
再
任
が
議

会
で
同
意
さ
れ
た
。

　
一
般
質
問
に
は
ス
キ
i
場
、
老
人

対
策
等
に
つ
い
て
七
議
員
が
町
の
考

え
を
た
だ
し
た
。

7議案を審議した9月定例議会

経
綴
剰

層
『
○
町
勢
要
覧
印
刷
代

○
庁
舎
排
水
工
事

○
町
税
過
誤
納
金
払
戻

○
県
議
選
挙
費

○
参
院
選
挙
費

六
〇
万
円

四
五
万
円

五
六
万
円

一
〇
万
円

三
四
万
円

○
町
長
・
町
議
選
挙
費
減
額

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
＝
二
〇
万
円

層○保
育
所
臨
時
職
員
退
職
報
償
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
万
円

○
い
な
ほ
園
補
助
金
　
　
　
七
万
円

○
牧
場
の
草
地
更
新
　
　
一
八
万
円

○
農
推
事
業
臨
時
雇
賃
金
三
六
万
円

○
地
域
農
業
集
団
育
成
事
業
の
補
助

　
金
○
イ
ワ
ナ
購
入
代

○
林
道
整
備
費

層
［
○
観
光
費

　
二
〇
万
円

一
一
〇
万
円

二
〇
一
万
円

　
　
　
　
　
（
ス
キ
ー
場
シ
ン
ボ
ル
マ

　
ー
ク
入
選
者
謝
礼
、
新
聞
広
告
料
、

　
鏡
ケ
池
物
件
補
償
料
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
万
円

○
ス
キ
i
場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営
費

　
一
』
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

○
ス
キ
ー
場
建
設
費
（
厨
房
機
、
物

　
件
補
償
料
）
　
　
一
、
五
一
七
万
円

層○藤
倉
・
外
丸
線
舗
装
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
万
円

○
栗
の
木
橋
、
県
と
合
併
施
工
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
万
円

○
建
設
機
械
車
庫
修
繕
　
九
四
万
円

○
消
防
施
設
費
減
額
（
防
火
水
槽
二

　
基
、
小
型
ポ
ン
プ
一
台
減
）

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
五
九
〇
万
円

一　　　
　
　
理
費
（
浦
田
小
屋
根
、

　
松
里
小
プ
ー
ル
管
理
棟
、
東
川
小

　
屋
根
修
理
。
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
使

　
用
料
一
六
四
人
分
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
万
円

○
中
学
校
管
理
費
（
松
中
廊
下
屋
根

　
修
理
、
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
使
用
料

　
一
八
二
人
分
等
）
　
一
二
〇
万
円

〇
三
省
地
域
伝
統
芸
能
伝
承
活
動
補

助
金
　
　
　
　
　
　
七
万
円

○
町
民
プ
ー
ル
賃
金
　
　
　
七
万
円

　
　
　
　
　
旧
　
　
　
七
三
万
円

（
彦
茸
屋
勇
且
施
設
災
害
復
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
五
万
円
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▽
昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

〇
一
、
一
四
一
万
円
を
追
加
し
総
額
二

　
四
億
二
、
四
六
五
万
四
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
国
保
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
回
）

〇
四
〇
〇
万
円
を
追
加
し
総
額
二
億

　
○
、
六
七
〇
万
六
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
簡
水
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
八
二
万
一
千
円
追
加
し
総
額
五
、

　
六
一
〇
万
二
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
町
四
会
計
決
算

　
の
認
定
。

〇
一
般
会
計
決
算
。

歳
入

　
二
二
億
二
、
八
二
七
万
一
、
四
七
一
円

歳
出

　
二
一
億
五
、
七
五
六
万
五
、
O
O
一
円

○
国
保
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
。

歳
入

　
　
三
億
八
、
一
九
四
万
一
、
〇
七
六
円

　
歳
出

　
　
三
億
七
、
二
五
九
万
○
、
五
六
一
二
円

○
松
之
山
診
療
所
勘
定

　
歳
入

　
　
二
億
一
、
四
四
二
万
八
、
三
〇
一
円

　
歳
出

　
　
二
億
一
、
四
二
二
万
四
、
一
〇
七
円

○
簡
水
特
別
会
計

　
歳
入
　
五
、
〇
九
四
万
一
、
四
四
七
円

　
歳
出
　
四
、
七
六
三
万
四
、
四
三
〇
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入
　
二
、
二
四
九
万
五
、
O
O
O
円

　
歳
出
　
一
、
五
〇
五
万
一
、
八
二
二
円

▽
大
厳
寺
牧
場
の
設
置
及
び
管
理
に

　
関
す
る
条
例
の
制
定
。

○
今
ま
で
条
例
に
不
備
な
と
こ
ろ
が

　
あ
っ
た
の
で
今
回
新
た
に
制
定
し

　
た
も
の
で
す
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更

○
町
道
、
松
口
松
之
山
線
の
改
良
工

事
。
当
初
　
　
四
四
、
○
O
O
、
○
○
○
円

変
更
　
　
四
七
、
四
一
九
、
○
○
○
円

○
町
道
・
藤
倉
外
丸
線
、
舗
装
新
設

工
事

　
当
初
　
　
二
九
、
O
O
O
、
○
○
○
円

　
変
更
　
　
三
一
、
五
二
九
、
O
O
O
円

▽
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
。

O
久
保
田
達
司
（
浦
田
）
6
7
歳
再
任

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
の
選
任
。

○
和
久
井
廣
吉
（
水
梨
）
6
4
歳
再
任

　
昭
和
五
十
七
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
当
初
二
一
億
七
、
〇
六
三
万
二

千
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
七
回
の

補
正
に
よ
っ
て
最
終
予
算
額
は
二
二

億
三
、
七
二
一
二
万
九
千
円
と
な
り
、
決

算
額
は
歳
入
で
二
二
億
二
、
八
二
七
万

一
、
四
七
一
円
、
歳
出
で
二
一
億
五
、
七

五
六
万
五
、
○
〇
一
円
、
差
引
七
、
〇
七

〇
万
六
、
四
七
〇
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
入
で
は
、
町
債
・
国
県
支
出
金

の
減
少
が
大
き
く
、
対
前
年
度
比
較

で
三
、
七
％
の
マ
イ
ナ
ス
で
八
、
五
〇
八

万
六
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
出
の
対
前
年
度
比
較
は
四
・
四
％

マ
イ
ナ
ス
で
九
、
九
七
四
万
円
の
減
少

と
な
っ
た
。
浦
田
温
泉
掘
削
や
ス
キ

ー
場
建
設
が
あ
っ
た
た
め
商
工
費
が

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。

　
町
債
現
在
高
は
二
〇
億
五
、
一
四
四

万
円
に
達
し
、
町
民
一
人
当
り
四
三

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
負
担
状
況
は
税
収
入
（
町

民
税
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
消
費

税
な
ど
）
が
一
億
五
、
○
八
九
万
円
、

税
外
収
入
（
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
、
手
数
料
な
ど
）
が
一
億
三
、
一

四
八
万
円
で
町
民
の
負
担
額
は
決
敏

総
額
に
対
し
て
一
二
・
七
％
の
割
合

で
す
。

　
町
税
の
決
算
内
訳

▽
市
町
村
民
税

▽
固
定
資
産
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
た
ば
こ
消
費
税

▽
電
気
税

▽
木
材
引
取
税

▽
入
湯
税

六
、
三
九
六
万
円

五
、
二
二
三
万
円

　
四
三
八
万
円

一
、
四
九
九
万
円

　
五
八
二
万
円

　
　
四
五
万
円

　
九
〇
三
万
円

昭和
57年度

一
般
会
計
決
算
七
、
〇
七
〇
万
円
の
黒
字

　　　　　　　　　　圃
　　　　　　　　　　町税
　　　　　　　　　　　150，899千円6．8％
　　　　　　　　　　分担金及び手数料
　　　　　　　　　　　101，796千円4．6％
　　　　　　　　　　使用料及び手数料
地方譲与税など　　　　7，094千円0．3％

一朧努李円1．。％

282，384千円

12．7％　ノ

国庫支出金
199，530千円
9．0％

町債

1111裾oo千円灘飛地方交付税

　　県支出金　　　　　　1・063・304千円

ぐ
　47，806千円　　　　　　47．7％

　11。1％　　　　　　　　　　　　　ノ

議会費　46，457千円2．2％災害復旧費　32，745千円1．5％

商工費94，852千円4．4％

　　労働費その他
　　　7，688千円0．4％

衛生費　64，925千円3．0％

消防費
72，895千円3．4％

民生費
151，512千円
7．0％

F　　　　　　　　　　　農林水産業費
教育費　　　　　　、　　509，845千円
188279千円

脇　歳鶴　2脳
　総務費
聡9・953千円　　　傷　　土木費

　12．5％
　　　　　　　　　　421，168千円

　　　　報計跳ノ
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9月臨時議会

る議会構成決ま

議
長
に
佐
藤
大
治
氏

　
　
　
　
副
議
長
に
田
辺
一
夫
氏
再
任

　
改
選
後
、
初
の
町
議
会
が
九
月
十

三
日
開
か
れ
、
正
副
議
長
や
常
任
委

員
会
な
ど
の
議
会
構
成
が
決
ま
っ
た
。

　
議
長
に
佐
藤
大
治
氏
、
副
議
長
に

田
辺
一
夫
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ

た
。

　
つ
づ
い
て
議
席
の
指
定
、
常
任
委

員
会
の
指
名
お
よ
び
正
副
委
員
長
の
選

任
が
あ
り
、
総
務
民
生
委
員
長
に
村

山
正
英
氏
、
建
設
委
員
長
に
高
橋
平

八
郎
氏
、
産
業
経
済
委
員
長
に
竹
内

平
八
郎
氏
が
選
ば
れ
た
。

改選後初の議会（9月13日

　
松
之
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
佐

藤
利
幸
氏
が
推
薦
さ
れ
、
松
之
山
町

消
防
委
員
会
委
員
に
相
沢
達
雄
氏
、

田
辺
尚
二
氏
、
柳
靖
治
氏
の
三
人
が
、

松
之
山
町
監
査
委
員
に
邨
山
正
堅
氏

が
選
任
さ
れ
た
。

▽
議
長

▽
副
議
長

▽
農
業
委
員

▽
消
防
委
員

▽
監
査
委
員

佐
藤
　
大
　
治

田
　
辺

夫

佐
藤
利
幸

柳田相

　辺沢

靖尚達

治二雄

邨
　
山
　
正
　
堅

▽
総
務
民
生
委
員
会
（
七
人
）

委
員
長

副
委
員
長

佐柳村田邨相村

藤　山辺山沢山

▽
建
設
委
員
会
（
六
人
）

委
員
長
　
　
　
高
　
橋

　
副
委
員
長
　
　
樋
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
関
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋

　
　
　
　
　
　
　
本
　
山

　
　
　
　
　
　
　
相
　
沢

大靖里尚正達正

治治志二堅雄英

平
八
郎

真良一定

▽
産
業
経
済
委
員
会
（
七
人
）

委
員
長
　
　
　
竹
　
内

副
委
員
長
　
　
保
　
坂
　
武

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
英

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
利

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
保

　
　
　
　
　
　
　
田
　
辺
慎

　
　
　
　
　
　
　
田
　
辺
　
一

一勲安夫三

平
八
郎夫一夫幸一雄

No．92　　1””II”ll”1””IIlll”1“”1【51”llIll””IIlll””1”””1”ll”1””1””1”llll””””IIII”””III”III”lll””””1””1”””””””Illl”llII”1”1”””1””IlllllIl”1”1”II””1広報まつのやま

佐
藤
大
治
（
6
1
歳
）

無
所
属
・
当
選
8
回
・
天
水
越

議
長
・
総
務
民
生
委
員

　
今
回
の
町
議
会
の
改
選
に
当
り
三

た
び
議
長
に
選
出
さ
れ
光
栄
に
思
う

と
共
に
そ
の
責
務
の
重
要
さ
を
痛
感

致
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
如
く
慢
性
化
し
て
い
る

過
疎
・
老
齢
化
・
後
継
者
た
る
青
年

の
職
場
の
開
拓
・
農
業
の
振
興
等
多

く
の
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た

　
　
　
　
　
　
し
と

め
議
員
諸
兄
は
固
よ
り
住
民
各
位
の

信
頼
を
基
と
し
て
そ
の
英
知
を
結
集

し
生
活
環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の

充
実
、
教
育
文
化
の
向
上
等
そ
の
対

策
に
務
め
明
る
い
展
望
と
活
性
化
を

計
り
皆
様
と
共
に
豊
か
な
町
の
創
造

発
展
に
適
進
し
た
い
と
念
願
致
し
て

お
り
ま
す
。
何
分
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
併

せ
て
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

田
辺
一
夫
（
6
5
歳
）

無
所
属
・
当
選
6
回
・
新
　
田

副
議
長
・
産
業
経
済
委
員

　
一
言
．
こ
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
此

の
度
町
議
の
改
選
に
当
り
大
勢
の
方

々
の
ご
推
薦
を
受
け
六
度
当
選
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
議
会
で
は
副
議
長
の
要
職

を
ご
推
挙
戴
き
ま
し
た
。
議
長
を
補

佐
し
議
会
運
営
に
専
念
致
す
所
存
で

あ
り
ま
す
が
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
の
で
町
民
各
位
の
ご
指
導
を
あ
お

ぎ
な
が
ら
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
う
よ

う
に
尽
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

現
今
の
社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。
地
域
に
よ
る
所

得
格
差
、
米
お
よ
び
農
畜
物
の
不
安

定
な
状
勢
、
老
齢
化
の
進
む
な
か
で

町
の
農
業
の
維
持
と
米
以
外
で
の
現

金
収
入
の
方
途
等
々
、
地
域
振
興
を

重
大
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

邨
山
正
堅
（
6
1
歳
）

無
所
属
・
当
選
3
回
・
藤
原

総
務
民
生
委
員
・
監
査
委
員

　
町
政
を
取
ま
く
諸
情
勢
は
極
め
て

厳
し
い
な
か
町
議
三
選
の
栄
を
得
さ

せ
て
戴
き
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に

い
よ
い
よ
責
任
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ

こ
れ
迄
の
経
験
を
い
か
し
新
た
な
決

意
と
奉
仕
の
理
念
に
立
ち
誠
実
・
公

平
・
正
義
を
心
条
に
町
の
発
展
と
町

民
福
祉
の
向
上
に
渾
身
の
努
力
を
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

①
農
業
を
基
幹
と
す
る
産
業
の
振
展

　
と
特
産
物
の
開
発
。

②
観
光
町
政
の
振
興
整
備
と
自
然
保

　
存
の
必
要
性
。

③
次
の
世
代
の
人
づ
く
り
と
社
会
教

　
育
（
生
涯
教
育
）
の
重
視
。

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
施
策
。

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
に
所
属
し

町
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

鋭
意
努
力
し
ま
す
の
で
一
層
の
ご
指

導
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

村
山
正
英
（
騒
歳
）

無
所
属
・
当
選
4
回
・
橋
　
詰

総
務
民
生
委
員
長

　
総
務
民
生
委
員
長
と
い
う
重
責
に

身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
と
共
に
初
心

を
忘
れ
ず
新
た
な
決
意
で
今
後
の
町

政
に
臨
み
た
い
。
当
面
す
る
町
の
課

題
と
し
て
①
低
迷
が
長
期
化
す
る
山

間
地
農
業
と
地
場
産
業
を
如
何
に
し

て
守
り
外
圧
を
擾
ね
除
け
る
か
②
過

疎
と
児
童
数
の
減
少
に
よ
る
学
校
統

合
問
題
③
道
路
改
良
と
無
雪
対
策
の

伸
展
に
よ
る
経
済
圏
通
勤
圏
の
拡
大

④
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
振
興
と

誘
客
対
策
⑤
累
積
町
債
の
減
債
と
町

財
政
の
健
全
化
等
、
何
れ
も
明
快
な

対
策
は
簡
単
に
打
ち
出
せ
な
い
が
前

向
き
に
真
撃
な
態
度
で
対
処
す
る
覚

悟
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
町
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
け
れ

ば
で
き
な
い
事
ば
か
り
な
の
で
連
携

し
て
今
後
に
処
す
る
よ
う
念
願
し
て

い
る
。

建無樋
設所
副属ロ
委・
員当真
長選

　2一　回（
　。60
　湯歳
　　）
　山

　
最
近
農
村
特
有
の
自
然
と
緑
、
憩

い
の
場
に
対
す
る
都
会
人
の
欲
求
が

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
松
之
山
は

豊
富
な
自
然
と
温
泉
、
ま
た
史
跡
に

文
化
財
と
観
光
保
養
地
と
し
て
の
要

素
を
備
え
観
光
客
も
除
々
に
増
加
し

つ
＞
あ
る
。
ま
た
雪
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
過
去
だ
が
雪
を
生
か
そ
う
と
ス

キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
も
間
近
だ
。
米

作
だ
け
に
頼
る
事
な
く
観
光
と
の
結

合
を
図
り
観
光
業
者
と
農
家
が
密
接

な
連
携
の
も
と
地
場
産
物
の
消
費
拡

大
、
更
に
産
地
直
送
を
も
試
み
た
い

も
の
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
農
業
一

本
で
も
自
立
出
来
る
よ
う
新
し
い
所

得
策
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
向
に
過
疎
の
進
行
が
速
度
を
ゆ
る

め
な
い
今
日
少
し
で
も
歯
止
め
に
な

れ
ば
と
こ
ん
な
事
を
念
じ
つ
＞
ま
た

四
年
間
精
魂
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
支
援
の
程
願
い
ま
す
。
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9月臨時議会

る議会構成決ま

議
長
に
佐
藤
大
治
氏

　
　
　
　
副
議
長
に
田
辺
一
夫
氏
再
任

　
改
選
後
、
初
の
町
議
会
が
九
月
十

三
日
開
か
れ
、
正
副
議
長
や
常
任
委

員
会
な
ど
の
議
会
構
成
が
決
ま
っ
た
。

　
議
長
に
佐
藤
大
治
氏
、
副
議
長
に

田
辺
一
夫
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ

た
。

　
つ
づ
い
て
議
席
の
指
定
、
常
任
委

員
会
の
指
名
お
よ
び
正
副
委
員
長
の
選

任
が
あ
り
、
総
務
民
生
委
員
長
に
村

山
正
英
氏
、
建
設
委
員
長
に
高
橋
平

八
郎
氏
、
産
業
経
済
委
員
長
に
竹
内

平
八
郎
氏
が
選
ば
れ
た
。

改選後初の議会（9月13日

　
松
之
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
佐

藤
利
幸
氏
が
推
薦
さ
れ
、
松
之
山
町

消
防
委
員
会
委
員
に
相
沢
達
雄
氏
、

田
辺
尚
二
氏
、
柳
靖
治
氏
の
三
人
が
、

松
之
山
町
監
査
委
員
に
邨
山
正
堅
氏

が
選
任
さ
れ
た
。

▽
議
長

▽
副
議
長

▽
農
業
委
員

▽
消
防
委
員

▽
監
査
委
員

佐
藤
　
大
　
治

田
　
辺

夫

佐
藤
利
幸

柳田相

　辺沢

靖尚達

治二雄

邨
　
山
　
正
　
堅

▽
総
務
民
生
委
員
会
（
七
人
）

委
員
長

副
委
員
長

佐柳村田邨相村

藤　山辺山沢山

▽
建
設
委
員
会
（
六
人
）

委
員
長
　
　
　
高
　
橋

　
副
委
員
長
　
　
樋
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
関
　
谷

　
　
　
　
　
　
　
高
　
橋

　
　
　
　
　
　
　
本
　
山

　
　
　
　
　
　
　
相
　
沢

大靖里尚正達正

治治志二堅雄英

平
八
郎

真良一定

▽
産
業
経
済
委
員
会
（
七
人
）

委
員
長
　
　
　
竹
　
内

副
委
員
長
　
　
保
　
坂
　
武

　
　
　
　
　
　
高
　
橋
　
英

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
利

　
　
　
　
　
　
　
小
野
塚
　
保

　
　
　
　
　
　
　
田
　
辺
慎

　
　
　
　
　
　
　
田
　
辺
　
一
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平
八
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佐
藤
大
治
（
6
1
歳
）

無
所
属
・
当
選
8
回
・
天
水
越

議
長
・
総
務
民
生
委
員

　
今
回
の
町
議
会
の
改
選
に
当
り
三

た
び
議
長
に
選
出
さ
れ
光
栄
に
思
う

と
共
に
そ
の
責
務
の
重
要
さ
を
痛
感

致
し
て
お
り
ま
す
。

　
ご
存
じ
の
如
く
慢
性
化
し
て
い
る

過
疎
・
老
齢
化
・
後
継
者
た
る
青
年

の
職
場
の
開
拓
・
農
業
の
振
興
等
多

く
の
困
難
な
問
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
現
状
を
打
開
す
る
た

　
　
　
　
　
　
し
と

め
議
員
諸
兄
は
固
よ
り
住
民
各
位
の

信
頼
を
基
と
し
て
そ
の
英
知
を
結
集

し
生
活
環
境
の
整
備
、
社
会
福
祉
の

充
実
、
教
育
文
化
の
向
上
等
そ
の
対

策
に
務
め
明
る
い
展
望
と
活
性
化
を

計
り
皆
様
と
共
に
豊
か
な
町
の
創
造

発
展
に
適
進
し
た
い
と
念
願
致
し
て

お
り
ま
す
。
何
分
の
ご
指
導
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
併

せ
て
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

田
辺
一
夫
（
6
5
歳
）

無
所
属
・
当
選
6
回
・
新
　
田

副
議
長
・
産
業
経
済
委
員

　
一
言
．
こ
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
此

の
度
町
議
の
改
選
に
当
り
大
勢
の
方

々
の
ご
推
薦
を
受
け
六
度
当
選
さ
せ

て
戴
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
議
会
で
は
副
議
長
の
要
職

を
ご
推
挙
戴
き
ま
し
た
。
議
長
を
補

佐
し
議
会
運
営
に
専
念
致
す
所
存
で

あ
り
ま
す
が
、
浅
学
非
才
で
あ
り
ま

す
の
で
町
民
各
位
の
ご
指
導
を
あ
お

ぎ
な
が
ら
皆
様
の
ご
期
待
に
そ
う
よ

う
に
尽
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

現
今
の
社
会
情
勢
は
誠
に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。
地
域
に
よ
る
所

得
格
差
、
米
お
よ
び
農
畜
物
の
不
安

定
な
状
勢
、
老
齢
化
の
進
む
な
か
で

町
の
農
業
の
維
持
と
米
以
外
で
の
現

金
収
入
の
方
途
等
々
、
地
域
振
興
を

重
大
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

邨
山
正
堅
（
6
1
歳
）

無
所
属
・
当
選
3
回
・
藤
原

総
務
民
生
委
員
・
監
査
委
員

　
町
政
を
取
ま
く
諸
情
勢
は
極
め
て

厳
し
い
な
か
町
議
三
選
の
栄
を
得
さ

せ
て
戴
き
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に

い
よ
い
よ
責
任
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ

こ
れ
迄
の
経
験
を
い
か
し
新
た
な
決

意
と
奉
仕
の
理
念
に
立
ち
誠
実
・
公

平
・
正
義
を
心
条
に
町
の
発
展
と
町

民
福
祉
の
向
上
に
渾
身
の
努
力
を
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

①
農
業
を
基
幹
と
す
る
産
業
の
振
展

　
と
特
産
物
の
開
発
。

②
観
光
町
政
の
振
興
整
備
と
自
然
保

　
存
の
必
要
性
。

③
次
の
世
代
の
人
づ
く
り
と
社
会
教

　
育
（
生
涯
教
育
）
の
重
視
。

④
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
施
策
。

　
総
務
民
生
常
任
委
員
会
に
所
属
し

町
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

鋭
意
努
力
し
ま
す
の
で
一
層
の
ご
指

導
ご
支
援
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

村
山
正
英
（
騒
歳
）

無
所
属
・
当
選
4
回
・
橋
　
詰

総
務
民
生
委
員
長

　
総
務
民
生
委
員
長
と
い
う
重
責
に

身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
と
共
に
初
心

を
忘
れ
ず
新
た
な
決
意
で
今
後
の
町

政
に
臨
み
た
い
。
当
面
す
る
町
の
課

題
と
し
て
①
低
迷
が
長
期
化
す
る
山

間
地
農
業
と
地
場
産
業
を
如
何
に
し

て
守
り
外
圧
を
擾
ね
除
け
る
か
②
過

疎
と
児
童
数
の
減
少
に
よ
る
学
校
統

合
問
題
③
道
路
改
良
と
無
雪
対
策
の

伸
展
に
よ
る
経
済
圏
通
勤
圏
の
拡
大

④
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
産
業
の
振
興
と

誘
客
対
策
⑤
累
積
町
債
の
減
債
と
町

財
政
の
健
全
化
等
、
何
れ
も
明
快
な

対
策
は
簡
単
に
打
ち
出
せ
な
い
が
前

向
き
に
真
撃
な
態
度
で
対
処
す
る
覚

悟
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
町
民
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
け
れ

ば
で
き
な
い
事
ば
か
り
な
の
で
連
携

し
て
今
後
に
処
す
る
よ
う
念
願
し
て

い
る
。

建無樋
設所
副属ロ
委・
員当真
長選

　2一　回（
　。60
　湯歳
　　）
　山

　
最
近
農
村
特
有
の
自
然
と
緑
、
憩

い
の
場
に
対
す
る
都
会
人
の
欲
求
が

高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
松
之
山
は

豊
富
な
自
然
と
温
泉
、
ま
た
史
跡
に

文
化
財
と
観
光
保
養
地
と
し
て
の
要

素
を
備
え
観
光
客
も
除
々
に
増
加
し

つ
＞
あ
る
。
ま
た
雪
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
過
去
だ
が
雪
を
生
か
そ
う
と
ス

キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
も
間
近
だ
。
米

作
だ
け
に
頼
る
事
な
く
観
光
と
の
結

合
を
図
り
観
光
業
者
と
農
家
が
密
接

な
連
携
の
も
と
地
場
産
物
の
消
費
拡

大
、
更
に
産
地
直
送
を
も
試
み
た
い

も
の
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
農
業
一

本
で
も
自
立
出
来
る
よ
う
新
し
い
所

得
策
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
向
に
過
疎
の
進
行
が
速
度
を
ゆ
る

め
な
い
今
日
少
し
で
も
歯
止
め
に
な

れ
ば
と
こ
ん
な
事
を
念
じ
つ
＞
ま
た

四
年
間
精
魂
を
尽
く
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ご
支
援
の
程
願
い
ま
す
。
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高
橋
英
一
（
4
9
蔵
）

日
本
共
産
党
・
当
選
3
回
・
中
尾

産
業
経
済
委
員

　
今
回
の
町
議
選
は
終
戦
後
（
民
主

主
義
）
十
回
目
の
選
挙
で
あ
り
ま
し

た
。
自
民
党
の
日
米
安
保
態
勢
下
で

の
臨
調
軍
拡
路
線
、
大
企
業
奉
仕
は

町
民
に
福
祉
、
教
育
、
地
場
産
業
、

公
共
事
業
な
ど
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。
軍
拡
路
線
は
憲
法
第

九
条
を
無
視
し
て
自
衛
隊
を
海
外
に

派
遣
す
る
も
の
に
つ
な
が
り
、
今
こ

そ
軍
事
費
や
大
企
業
へ
の
補
助
金
を

削
っ
て
、
松
之
山
の
よ
う
な
過
疎
豪

雪
地
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
治

に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
政

の
柱
は
①
弱
者
を
困
ら
せ
る
行
政
を

や
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
②
米
作
り
を

基
幹
に
畜
産
、
特
産
を
復
合
し
た
地
場

の
振
興
③
基
盤
整
備
か
ん
ぱ
い
事
業

な
ど
の
農
家
負
担
の
軽
減
④
冬
期
保

安
要
員
の
拡
充
、
無
雪
道
路
の
延
長

⑤
清
潔
公
平
で
町
民
奉
仕
の
町
政
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

・

燕
灘
灘
嚢
．
，

建無相
設所　麟

奮羅

　回一灘
　・47　鷺
　水歳
　　）
　梨

　
私
は
皆
様
方
の
ご
意
見
と
要
望
を

尊
重
し
な
が
ら
町
政
の
緊
栄
に
務
め

て
参
り
ま
す
。
財
政
再
建
・
公
共
事

業
の
増
大
こ
れ
ら
の
問
題
は
重
大
の

要
素
で
有
り
ま
す
。
今
松
之
山
の
未

来
を
考
え
る
時
に
何
が
一
番
大
切
な

事
か
と
言
え
ば
後
継
者
対
策
で
有
り

嫁
、
婿
の
問
題
で
有
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
に
つ
い
て
は
種
々
の
条
件
も

伴
い
容
易
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
今
こ
そ
町
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の

難
問
題
に
取
り
く
む
べ
き
と
考
え
ま

す
、
そ
れ
に
は
若
い
人
々
の
定
住
出

来
る
職
場
造
り
が
必
要
で
す
。
企
業

誘
致
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
更
に
観
光
も
含
め
た
地
場
産

業
こ
れ
も
広
範
囲
の
も
の
と
し
魅
力

有
る
町
づ
く
り
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

保
坂
武
雄
（
6
4
歳
）

無
所
属
・
当
選
2
回
・
松
　
口

産
業
経
済
副
委
員
長

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
当
り
多
大
の

ご
支
援
と
ご
芳
情
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
議
と
し
て
公
平
で
あ
り
、
向
上
心

を
持
っ
て
住
民
多
数
の
意
見
に
基
く

住
民
本
位
の
町
政
に
真
剣
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
①
道
路
改
良
の
問

題
、
少
な
く
と
も
部
落
間
道
路
の
改
良

促
進
。
②
過
疎
対
策
の
問
題
、
特
に

ス
キ
ー
場
建
設
に
伴
う
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
。
③
ほ
場
整
備
と
農
道
の

開
設
、
出
稼
者
と
の
対
話
。
④
高
齢

者
対
策
、
お
互
い
同
志
励
ま
し
あ
い

安
心
し
て
暮
せ
る
町
に
。
⑤
環
境
を

整
備
し
て
観
光
に
役
立
て
る
。
等
々
、

問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
、
少
し
で
も
前

進
す
る
よ
う
問
題
解
決
の
た
め
に
全

力
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

柳
靖
治
（
4
4
歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
湯
　
本

総
務
民
生
委
員
・
消
防
委
員

　
今
か
ら
九
年
前
の
昭
和
四
十
九
年

に
町
商
工
会
青
年
部
で
全
町
民
を
対

象
に
し
て
町
の
未
来
を
占
う
べ
く
意

識
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
将
来
の
町
人
口
動
態

の
推
移
を
予
言
し
、
昭
和
六
十
年
に

は
四
、
七
〇
〇
人
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

か
ら
思
い
切
っ
た
過
疎
対
策
を
〃
と

訴
え
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
二
年
も
早
く
今
日
、
四
、

七
〇
〇
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
…
と
決
め
つ
け
ず

に
抜
本
的
に
根
源
か
ら
見
直
す
政
治

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
総

意
を
巧
み
に
く
み
取
り
、
特
に
青
年

の
声
に
耳
を
傾
け
町
民
不
在
の
政
治

に
な
ら
ぬ
よ
う
み
な
さ
ん
と
共
に
勉

強
し
「
よ
り
よ
い
明
日
の
松
之
山
」

へ
全
力
投
球
い
た
し
ま
す
。

関
谷
　
　
勲
（
51
歳
）

無
所
属
・
当
選
2
回
・
黒
倉

建
設
委
員

　
此
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
当

り
多
大
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
予
想
外
の

無
投
票
当
選
と
な
り
何
と
な
く
複
雑

な
感
に
打
た
れ
ま
す
。
し
か
し
皆
様

方
の
ご
支
援
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
以
上
更
に
そ
の
重
責
を
ひ
し
く

と
感
じ
町
の
発
展
の
た
め
に
努
力
す

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
政
策

に
つ
き
ま
し
て
も
急
を
要
す
る
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
で
も
過

疎
対
策
に
関
係
の
あ
る
ス
キ
ー
場
の

完
成
並
び
に
進
出
し
て
き
た
工
場
の

育
成
が
当
面
の
急
務
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
尚
進
行
し
て
い
る
過
疎
に

対
し
更
に
努
力
を
し
住
み
良
い
明
る

い
松
之
山
町
建
設
に
努
力
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
何
卒
今
後
共
ご
支
援

ご
鞭
捷
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
皆

々
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
ま
す
。
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田
辺
慎
一
（
36歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
松
之
山

産
業
経
済
委
員

　
こ
の
度
の
町
会
議
員
選
挙
で
皆
様

の
心
暖
か
い
ご
声
援
の
お
か
げ
で
当

選
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず

精
一
杯
町
政
で
頑
張
っ
て
皆
様
の
ご

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を

尽
し
ま
す
。

　
農
業
問
題
、
過
疎
問
題
等
山
積
す

る
諸
問
題
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り

一
歩
で
も
前
進
す
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
ま
た
、
決

し
て
お
ご
る
こ
と
な
く
卒
直
で
す
な

お
な
気
持
で
町
政
に
参
加
す
る
こ
と

を
お
約
束
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

砂
望

村
山
里
志
（
54歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
赤
　
倉

総
務
民
生
委
員

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間

を
町
政
に
打
ち
込
み
議
員
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

責
務
を
全
う
す
る
た
め
研
鎖
を
重
ね
、

町
政
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず

将
来
を
展
望
し
活
力
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
高
速
時
代
に
即
応
し
た
道

路
整
備
と
冬
期
孤
立
集
落
の
解
消
を

図
り
、
地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
開

発
に
よ
る
雇
用
政
策
の
推
進
に
よ
る

若
者
の
定
着
出
来
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
更
に
一
層
の
努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
成
熟
社
会
の
中

で
町
民
の
生
活
意
識
は
益
々
個
性
化

と
多
様
化
の
傾
向
を
強
め
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
意
識
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
幅
広
い
町
民
と
親
密

に
語
り
合
え
る
機
会
を
多
く
持
ち
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
橋
定
安
（
5
6
歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
天
水
島

建
設
委
員

　
こ
の
度
町
民
多
数
の
ご
推
挙
を
頂

き
町
議
会
に
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
事

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
過

疎
問
題
等
難
問
題
が
山
積
し
て
い
る

町
の
現
況
で
あ
り
ま
す
が
町
民
の
代

表
と
し
て
住
民
生
活
の
向
上
を
目
指

し
て
微
力
に
む
ち
打
ち
誠
心
誠
意
務

め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
疎
は
総
て
の
施
策
に
直
結
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
①
農
業

の
基
盤
整
備
事
業
の
促
進
に
よ
っ
て

農
業
の
省
力
化
を
図
る
。
②
道
路
網

の
整
備
改
良
の
促
進
、
冬
期
安
全
に

且
つ
豪
雪
で
も
交
通
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
事
の
な
い
よ
う
に
。
③
松
里
か
ん

ぱ
い
大
事
業
の
地
元
で
も
あ
り
今
後

の
事
業
が
円
滑
に
早
期
完
成
出
来
る

よ
う
に
。
④
誰
し
も
喜
ん
で
松
之
山

に
定
着
で
き
る
よ
う
最
善
の
努
力
を

し
ま
す
。

本
山
一
夫
（
56歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
田
麦
立

建
設
委
員

　
こ
の
度
町
議
選
挙
に
あ
た
り
地
域

は
も
と
よ
り
町
民
皆
さ
ん
の
ご
支
援

ご
芳
情
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
誠
心

誠
意
努
力
致
し
ま
す
。
止
ど
ま
る
見

通
し
の
つ
か
な
い
過
疎
現
象
の
中
先

づ
後
継
者
の
嫁
問
題
、
無
雪
道
路
の

延
長
、
国
県
道
の
改
良
促
進
、
浦
田

に
温
泉
を
見
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

が
現
在
の
鉱
泉
を
利
用
し
て
老
人
か

ら
子
供
ま
で
何
時
で
も
ま
た
昼
間
の

仕
事
の
疲
れ
を
い
や
す
家
族
ぐ
る
み

の
い
こ
い
の
場
施
設
を
作
り
た
い
。
不

在
地
主
の
田
、
減
反
で
荒
れ
て
い
る

田
等
を
含
め
て
国
県
費
で
基
盤
整
備

を
し
労
賃
の
か
か
ら
な
い
米
作
り
を

出
来
る
よ
う
に
し
一
戸
平
均
二
町
歩

以
上
の
農
家
の
町
に
し
た
い
。
若
い

人
達
が
一
人
で
も
多
く
町
に
定
着
出

来
れ
ば
と
務
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
沢
遺
雄
（
67
歳
）

無
所
属
・
当
選
3
回
・
小
　
谷

総
務
民
生
副
委
員
長
・
消
防
委
員

　
総
て
の
町
民
が
何
ら
か
の
趣
味
を

持
ち
、
そ
れ
を
生
甲
斐
と
し
て
情
操

ゆ
た
か
な
香
り
高
い
文
化
の
里
と
な

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
高
齢
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
家

庭
内
で
、
地
域
で
、
何
ら
か
の
役
割

を
持
ち
、
生
き
る
こ
と
の
喜
こ
び
を
も

ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に

努
力
し
た
い
。

　
過
疎
、
後
継
者
難
、
農
業
の
衰
退

の
中
で
、
と
か
く
沈
滞
し
が
ち
な
町

の
空
気
を
一
拭
し
、
貧
し
く
と
も
現

実
の
生
活
の
中
に
楽
し
み
と
生
甲
斐

を
見
出
す
よ
う
町
風
の
活
性
化
に
努

力
し
た
い
。

　
一
連
の
観
光
開
発
事
業
が
町
民
を

潤
し
明
日
の
松
之
山
町
へ
の
明
る
い

期
待
と
展
望
が
ひ
ら
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
。



1
尺
o
う
ー
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高
橋
英
一
（
4
9
蔵
）

日
本
共
産
党
・
当
選
3
回
・
中
尾

産
業
経
済
委
員

　
今
回
の
町
議
選
は
終
戦
後
（
民
主

主
義
）
十
回
目
の
選
挙
で
あ
り
ま
し

た
。
自
民
党
の
日
米
安
保
態
勢
下
で

の
臨
調
軍
拡
路
線
、
大
企
業
奉
仕
は

町
民
に
福
祉
、
教
育
、
地
場
産
業
、

公
共
事
業
な
ど
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
て
い
ま
す
。
軍
拡
路
線
は
憲
法
第

九
条
を
無
視
し
て
自
衛
隊
を
海
外
に

派
遣
す
る
も
の
に
つ
な
が
り
、
今
こ

そ
軍
事
費
や
大
企
業
へ
の
補
助
金
を

削
っ
て
、
松
之
山
の
よ
う
な
過
疎
豪

雪
地
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
政
治

に
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
町
政

の
柱
は
①
弱
者
を
困
ら
せ
る
行
政
を

や
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
②
米
作
り
を

基
幹
に
畜
産
、
特
産
を
復
合
し
た
地
場

の
振
興
③
基
盤
整
備
か
ん
ぱ
い
事
業

な
ど
の
農
家
負
担
の
軽
減
④
冬
期
保

安
要
員
の
拡
充
、
無
雪
道
路
の
延
長

⑤
清
潔
公
平
で
町
民
奉
仕
の
町
政
が

行
な
わ
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

・

燕
灘
灘
嚢
．
，

建無相
設所　麟

奮羅

　回一灘
　・47　鷺
　水歳
　　）
　梨

　
私
は
皆
様
方
の
ご
意
見
と
要
望
を

尊
重
し
な
が
ら
町
政
の
緊
栄
に
務
め

て
参
り
ま
す
。
財
政
再
建
・
公
共
事

業
の
増
大
こ
れ
ら
の
問
題
は
重
大
の

要
素
で
有
り
ま
す
。
今
松
之
山
の
未

来
を
考
え
る
時
に
何
が
一
番
大
切
な

事
か
と
言
え
ば
後
継
者
対
策
で
有
り

嫁
、
婿
の
問
題
で
有
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
に
つ
い
て
は
種
々
の
条
件
も

伴
い
容
易
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
今
こ
そ
町
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の

難
問
題
に
取
り
く
む
べ
き
と
考
え
ま

す
、
そ
れ
に
は
若
い
人
々
の
定
住
出

来
る
職
場
造
り
が
必
要
で
す
。
企
業

誘
致
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
更
に
観
光
も
含
め
た
地
場
産

業
こ
れ
も
広
範
囲
の
も
の
と
し
魅
力

有
る
町
づ
く
り
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

保
坂
武
雄
（
6
4
歳
）

無
所
属
・
当
選
2
回
・
松
　
口

産
業
経
済
副
委
員
長

　
こ
の
度
の
町
議
選
に
当
り
多
大
の

ご
支
援
と
ご
芳
情
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
議
と
し
て
公
平
で
あ
り
、
向
上
心

を
持
っ
て
住
民
多
数
の
意
見
に
基
く

住
民
本
位
の
町
政
に
真
剣
に
取
り
組

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
①
道
路
改
良
の
問

題
、
少
な
く
と
も
部
落
間
道
路
の
改
良

促
進
。
②
過
疎
対
策
の
問
題
、
特
に

ス
キ
ー
場
建
設
に
伴
う
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
。
③
ほ
場
整
備
と
農
道
の

開
設
、
出
稼
者
と
の
対
話
。
④
高
齢

者
対
策
、
お
互
い
同
志
励
ま
し
あ
い

安
心
し
て
暮
せ
る
町
に
。
⑤
環
境
を

整
備
し
て
観
光
に
役
立
て
る
。
等
々
、

問
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ

ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
、
少
し
で
も
前

進
す
る
よ
う
問
題
解
決
の
た
め
に
全

力
を
傾
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

柳
靖
治
（
4
4
歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
湯
　
本

総
務
民
生
委
員
・
消
防
委
員

　
今
か
ら
九
年
前
の
昭
和
四
十
九
年

に
町
商
工
会
青
年
部
で
全
町
民
を
対

象
に
し
て
町
の
未
来
を
占
う
べ
く
意

識
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
将
来
の
町
人
口
動
態

の
推
移
を
予
言
し
、
昭
和
六
十
年
に

は
四
、
七
〇
〇
人
に
な
る
恐
れ
が
あ
る

か
ら
思
い
切
っ
た
過
疎
対
策
を
〃
と

訴
え
た
こ
と
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
二
年
も
早
く
今
日
、
四
、

七
〇
〇
人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
…
と
決
め
つ
け
ず

に
抜
本
的
に
根
源
か
ら
見
直
す
政
治

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
町
民
の
総

意
を
巧
み
に
く
み
取
り
、
特
に
青
年

の
声
に
耳
を
傾
け
町
民
不
在
の
政
治

に
な
ら
ぬ
よ
う
み
な
さ
ん
と
共
に
勉

強
し
「
よ
り
よ
い
明
日
の
松
之
山
」

へ
全
力
投
球
い
た
し
ま
す
。

関
谷
　
　
勲
（
51
歳
）

無
所
属
・
当
選
2
回
・
黒
倉

建
設
委
員

　
此
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
当

り
多
大
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
予
想
外
の

無
投
票
当
選
と
な
り
何
と
な
く
複
雑

な
感
に
打
た
れ
ま
す
。
し
か
し
皆
様

方
の
ご
支
援
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
し

た
以
上
更
に
そ
の
重
責
を
ひ
し
く

と
感
じ
町
の
発
展
の
た
め
に
努
力
す

る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の
政
策

に
つ
き
ま
し
て
も
急
を
要
す
る
問
題

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
中
で
も
過

疎
対
策
に
関
係
の
あ
る
ス
キ
ー
場
の

完
成
並
び
に
進
出
し
て
き
た
工
場
の

育
成
が
当
面
の
急
務
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
今
尚
進
行
し
て
い
る
過
疎
に

対
し
更
に
努
力
を
し
住
み
良
い
明
る

い
松
之
山
町
建
設
に
努
力
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
何
卒
今
後
共
ご
支
援

ご
鞭
捷
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
皆

々
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
ま
す
。
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田
辺
慎
一
（
36歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
松
之
山

産
業
経
済
委
員

　
こ
の
度
の
町
会
議
員
選
挙
で
皆
様

の
心
暖
か
い
ご
声
援
の
お
か
げ
で
当

選
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
初
心
を
忘
れ
ず

精
一
杯
町
政
で
頑
張
っ
て
皆
様
の
ご

期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を

尽
し
ま
す
。

　
農
業
問
題
、
過
疎
問
題
等
山
積
す

る
諸
問
題
に
真
正
面
か
ら
ぶ
つ
か
り

一
歩
で
も
前
進
す
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。
ま
た
、
決

し
て
お
ご
る
こ
と
な
く
卒
直
で
す
な

お
な
気
持
で
町
政
に
参
加
す
る
こ
と

を
お
約
束
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

砂
望

村
山
里
志
（
54歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
赤
　
倉

総
務
民
生
委
員

　
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
四
年
間

を
町
政
に
打
ち
込
み
議
員
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん

責
務
を
全
う
す
る
た
め
研
鎖
を
重
ね
、

町
政
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず

将
来
を
展
望
し
活
力
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
高
速
時
代
に
即
応
し
た
道

路
整
備
と
冬
期
孤
立
集
落
の
解
消
を

図
り
、
地
場
産
業
の
振
興
と
観
光
開

発
に
よ
る
雇
用
政
策
の
推
進
に
よ
る

若
者
の
定
着
出
来
る
環
境
づ
く
り
の

た
め
更
に
一
層
の
努
力
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
成
熟
社
会
の
中

で
町
民
の
生
活
意
識
は
益
々
個
性
化

と
多
様
化
の
傾
向
を
強
め
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
ら
の
意
識
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
幅
広
い
町
民
と
親
密

に
語
り
合
え
る
機
会
を
多
く
持
ち
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
橋
定
安
（
5
6
歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
天
水
島

建
設
委
員

　
こ
の
度
町
民
多
数
の
ご
推
挙
を
頂

き
町
議
会
に
送
っ
て
頂
き
ま
し
た
事

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
過

疎
問
題
等
難
問
題
が
山
積
し
て
い
る

町
の
現
況
で
あ
り
ま
す
が
町
民
の
代

表
と
し
て
住
民
生
活
の
向
上
を
目
指

し
て
微
力
に
む
ち
打
ち
誠
心
誠
意
務

め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
疎
は
総
て
の
施
策
に
直
結
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
①
農
業

の
基
盤
整
備
事
業
の
促
進
に
よ
っ
て

農
業
の
省
力
化
を
図
る
。
②
道
路
網

の
整
備
改
良
の
促
進
、
冬
期
安
全
に

且
つ
豪
雪
で
も
交
通
が
ス
ト
ッ
プ
す

る
事
の
な
い
よ
う
に
。
③
松
里
か
ん

ぱ
い
大
事
業
の
地
元
で
も
あ
り
今
後

の
事
業
が
円
滑
に
早
期
完
成
出
来
る

よ
う
に
。
④
誰
し
も
喜
ん
で
松
之
山

に
定
着
で
き
る
よ
う
最
善
の
努
力
を

し
ま
す
。

本
山
一
夫
（
56歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
田
麦
立

建
設
委
員

　
こ
の
度
町
議
選
挙
に
あ
た
り
地
域

は
も
と
よ
り
町
民
皆
さ
ん
の
ご
支
援

ご
芳
情
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
誠
心

誠
意
努
力
致
し
ま
す
。
止
ど
ま
る
見

通
し
の
つ
か
な
い
過
疎
現
象
の
中
先

づ
後
継
者
の
嫁
問
題
、
無
雪
道
路
の

延
長
、
国
県
道
の
改
良
促
進
、
浦
田

に
温
泉
を
見
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

が
現
在
の
鉱
泉
を
利
用
し
て
老
人
か

ら
子
供
ま
で
何
時
で
も
ま
た
昼
間
の

仕
事
の
疲
れ
を
い
や
す
家
族
ぐ
る
み

の
い
こ
い
の
場
施
設
を
作
り
た
い
。
不

在
地
主
の
田
、
減
反
で
荒
れ
て
い
る

田
等
を
含
め
て
国
県
費
で
基
盤
整
備

を
し
労
賃
の
か
か
ら
な
い
米
作
り
を

出
来
る
よ
う
に
し
一
戸
平
均
二
町
歩

以
上
の
農
家
の
町
に
し
た
い
。
若
い

人
達
が
一
人
で
も
多
く
町
に
定
着
出

来
れ
ば
と
務
め
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

相
沢
遺
雄
（
67
歳
）

無
所
属
・
当
選
3
回
・
小
　
谷

総
務
民
生
副
委
員
長
・
消
防
委
員

　
総
て
の
町
民
が
何
ら
か
の
趣
味
を

持
ち
、
そ
れ
を
生
甲
斐
と
し
て
情
操

ゆ
た
か
な
香
り
高
い
文
化
の
里
と
な

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　
高
齢
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
家

庭
内
で
、
地
域
で
、
何
ら
か
の
役
割

を
持
ち
、
生
き
る
こ
と
の
喜
こ
び
を
も

ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
に

努
力
し
た
い
。

　
過
疎
、
後
継
者
難
、
農
業
の
衰
退

の
中
で
、
と
か
く
沈
滞
し
が
ち
な
町

の
空
気
を
一
拭
し
、
貧
し
く
と
も
現

実
の
生
活
の
中
に
楽
し
み
と
生
甲
斐

を
見
出
す
よ
う
町
風
の
活
性
化
に
努

力
し
た
い
。

　
一
連
の
観
光
開
発
事
業
が
町
民
を

潤
し
明
日
の
松
之
山
町
へ
の
明
る
い

期
待
と
展
望
が
ひ
ら
け
る
よ
う
努
力

し
た
い
。
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田
辺
尚
二
（
6
1
歳
）

日
本
共
産
党
・
当
選
2
回
・
松
之
山

総
務
民
生
委
員
・
消
防
委
員

　
こ
の
た
び
皆
さ
ん
の
ご
支
持
に
よ

り
町
会
議
員
二
期
目
を
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
期
目
の
経
験
を
生
か
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

　
松
之
山
町
は
過
疎
が
進
み
、
生
活

に
困
る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
軍
備

拡
大
、
大
企
業
奉
仕
の
自
民
党
政
治

に
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
切

実
な
要
望
は
無
視
さ
れ
町
民
の
負
担

が
重
い
か
ら
で
す
。
　
「
過
疎
か
ら
住

民
と
町
を
守
る
」
こ
れ
が
私
の
つ
と

め
と
心
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
皆
さ
ん
の
生
活
は
犠
牲
に
な

り
平
和
は
お
び
や
か
さ
れ
民
主
主
義

は
ふ
み
に
じ
ら
れ
よ
う
と
し
ま
す
が
、

私
は
こ
れ
に
対
し
て
今
後
四
年
間
皆

さ
ん
と
共
に
た
た
か
っ
て
明
か
る
い

生
活
、
明
か
る
い
町
づ
く
り
に
が
ん

ば
る
決
意
で
す
。
ご
指
導
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
藤
利
幸
（
5
4
歳
）

無
所
属
・
当
選
2
回
・
天
水
越

産
業
経
済
委
員
・
農
業
委
員

　
過
疎
現
象
が
、
相
変
ら
ず
進
行
し

て
い
る
厳
し
い
現
状
に
、
な
ん
と
か

歯
止
め
を
か
け
、
活
性
化
し
た
町
づ

く
り
に
、
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
若
い
人
が
定
着

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
就
業
の
場
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
ス
キ
ー
場
、

大
厳
寺
牧
場
周
辺
や
、
大
松
山
一
帯

な
ど
の
観
光
施
設
の
充
実
を
始
め
、

特
産
物
な
ど
、
地
場
産
業
の
育
成
を

図
り
、
ま
た
農
地
の
基
盤
整
備
事
業

を
推
進
し
て
、
農
業
の
省
力
化
に
よ

り
労
働
生
産
性
を
高
め
、
畑
作
や
畜

産
の
発
展
、
更
に
、
道
路
改
良
や
、

地
辻
り
防
止
工
事
な
ど
、
公
共
事
業

の
推
進
、
そ
の
他
、
社
会
福
祉
、
医

療
の
充
実
、
教
育
の
振
興
な
ど
に
、

微
力
な
が
ら
、
心
を
新
た
に
し
て
、

頑
張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
橋
平
八
郎
（
6
3
歳
）

無
所
属
・
当
選
3
回
・
中

建
設
委
員
長

尾

　
こ
の
度
の
改
選
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
推
挙
に
よ
り
再
び
議
会
に
送
っ

て
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
は
町
民
の
代
弁
者
と
し
て

誠
実
と
努
力
を
信
条
に
特
に
次
の
点

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
農
外
収
入
と
し
て
出
稼
と
同
様
生

活
に
依
存
度
の
高
い
公
共
事
業
の
導

入
に
よ
り
国
県
道
の
整
備
は
勿
論
の

こ
と
、
町
内
各
道
路
の
拡
充
整
備
、

更
に
は
山
林
の
荒
廃
を
防
止
す
る
種

々
の
施
策
の
促
進
。

②
過
疎
を
防
ぐ
た
め
の
青
少
年
の
町

内
定
住
施
策
。

③
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
主
眼
と
す

る
福
祉
行
政
の
充
実
。

④
冬
期
間
で
も
安
心
し
て
生
活
の
で

き
る
克
雪
対
策
の
推
進
。

小
野
塚
保
夫
（
5
0
歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
上
蝦
池

産
業
経
済
委
員

　
此
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
際

し
ま
し
て
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
激
励
を
賜
り
幸
い
に
も
無
投
票
に

て
当
選
の
栄
を
得
ま
し
た
こ
と
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
心
を

新
に
し
て
一
意
町
の
発
展
の
た
め
努

力
し
皆
様
方
の
ご
期
待
に
そ
う
よ
う

勤
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
何

卒
倍
旧
の
ご
指
導
と
．
こ
支
持
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
次
の
点
に
つ
い
て
特
に
力
を

入
れ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
工
場
誘
致
と
地
場
産
業
の
育
成

②
農
林
道
と
結
合
し
た
観
光
開
発

③
教
育
環
境
と
青
少
年
の
非
行
防
止

④
松
之
山
役
場
に
結
婚
相
談
所
を

⑤
老
人
の
福
祉
と
健
康
な
町
づ
く
り

竹
内
平
八
郎
（
7
0
歳
）

無
所
属
・
当
選
4
回
・
湯
之
島

産
業
経
済
委
員
長

　
こ
の
た
び
四
度
松
之
山
町
議
員
と

し
て
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
感
謝

し
て
居
り
ま
す
。
私
は
次
の
事
に
つ

い
て
実
現
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
①
五
十
七
年
に
は
町
か
ら

大
金
を
か
け
て
掘
さ
く
し
て
も
ら
い

ま
し
た
温
泉
の
開
発
は
残
念
に
も
失

敗
し
ま
し
た
。
今
度
は
湯
田
の
湯
を

利
用
し
て
温
泉
を
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
浦
田
選
出
の
議
員

の
皆
様
と
も
相
談
し
て
居
り
ま
す
が

金
の
か
か
る
事
で
す
の
で
容
易
な
事

業
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
は

出
来
な
い
事
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
②
月
池
松
代
線
の
早

期
改
良
促
進
③
渋
海
川
の
改
修
促
進

④
湯
之
島
ミ
ニ
総
パ
事
業
の
促
進
完

了
⑤
若
者
に
魅
力
の
あ
る
町
造
り
、

観
光
に
農
業
に
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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相
沢
達
雄
議
員

大
厳
寺
高
原
に
植
栽
し
て
あ
る
花
木

の
保
育
管
理
を

　
大
厳
寺
高
原
一
帯
に
環
境
保
全
林

植
栽
事
業
で
花
木
が
植
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
て
見
る
に
し

の
び
な
い
惨
状
で
あ
る
。
大
厳
寺
高

原
は
大
事
な
観
光
地
で
あ
る
の
で
来

年
度
か
ら
本
格
的
な
手
入
れ
を
し
て

は
ど
う
か
。

竹
内
平
八
郎
議
員

浦
田
に
温
泉
を
、

調
査
を

湯
田
の
活
用
と
再

　
昨
年
三
、
○
○
○
万
円
の
大
金
を
投

じ
て
温
泉
の
掘
さ
く
を
や
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
失
敗
に
終
っ
た
。
湯
田

の
お
湯
を
利
用
し
て
温
泉
に
し
た
ら

ど
う
か
、
ま
た
他
の
地
点
の
調
査
を

し
て
も
う
一
度
温
泉
掘
さ
く
す
る
考

え
は
な
い
か
。

田
辺
尚
二
議
員

松
代
の
農
業
改
良
普
及
所
の
統
廃
合

の
見
通
し
は

▽
普
及
所
の
統
廃
合
計
画
は
全
面
撤

回
し
農
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
こ
の
問
題
を
今

後
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
隔
く
考
え

か
。▽
税
外
負
担
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

関
谷
　
勲
　
議
員

部
落
総
代
の
町
か
ら
の
手
当
引
上
げ

を
▽
ど
の
部
落
で
も
過
疎
が
進
み
、
自

治
団
体
で
あ
る
部
落
総
代
の
選
出
に

た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
そ

の
部
落
長
手
当
も
高
額
と
な
っ
て
い

る
の
で
町
か
ら
出
て
い
る
部
落
総
代

手
当
を
引
き
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

▽
松
之
山
小
学
校
の
新
築
が
六
十
年

度
か
ら
実
施
計
画
に
の
っ
て
い
る
が

黒
倉
分
校
、
三
省
小
学
校
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

高
橋
英
一
議
員

ス
キ
ー
場
の
運
営
は
公
営
企
業
体
で

や
つ
て
は

▽
総
合
計
画
を
た
て
て
事
業
を
行
っ

て
き
て
い
る
が
そ
の
経
過
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

▽
ス
キ
ー
場
の
運
営
を
町
は
十
年
位

町
営
で
や
り
た
い
と
し
て
い
る
が
、

私
は
公
営
企
業
体
で
や
る
べ
き
だ
と

思
う
。

▽
保
育
所
の
料
金
が
高
い
と
思
う
が

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

保
育
所
の
入
園
時
期
を
年
二
回
に
で

き
な
い
か
。

▽
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
で
町
の
負
担

分
が
一
％
減
額
さ
れ
た
が
こ
れ
を
農

家
の
皆
さ
ん
に
ま
わ
す
考
え
は
な
い

か
。

村
山
里
志
議
員

嫁
対
策
の
現
状
と
今
後
の
と
り
組
に

つ
い
て

▽
嫁
問
題
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
き
た
か
、
ま
た
今

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

▽
十
二
月
三
日
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

工
事
を
進
め
て
い
る
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
場
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
、
ま

た
起
債
を
工
事
費
に
あ
て
て
い
る
が

返
済
計
画
な
ど
詳
細
に
町
の
広
報
等

で
説
明
し
町
民
の
理
解
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
コ

▽
温
泉
を
利
用
し
た
老
人
保
養
施
設

を
つ
く
り
町
外
者
に
も
入
所
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

柳
　
靖
治
議
員

青
年
の
夢
と
希
望
を
町
政
に
と
り
入

れ
る
た
め
に
一
日
町
議
会
を

▽
青
年
の
夢
を
町
政
に
と
り
入
れ
る

た
め
に
一
日
町
議
会
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

▽
町
内
の
幹
線
道
路
（
国
・
県
道
V
の

整
備
を
早
急
に
完
了
す
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

▽
大
荒
戸
線
を
こ
の
冬
よ
り
無
雪
道

路
に
出
来
な
い
か
。

▽
商
工
業
振
興
対
策
と
し
て
設
備
資

金
借
入
金
の
利
子
補
給
の
助
成
（
約

二
％
位
）
を
し
て
は
ど
う
か
。

▽
松
之
山
商
店
街
の
美
化
計
画
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
、
ま
た
商
店
街

に
ニ
カ
所
位
の
共
同
駐
車
場
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。
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田
辺
尚
二
（
6
1
歳
）

日
本
共
産
党
・
当
選
2
回
・
松
之
山

総
務
民
生
委
員
・
消
防
委
員

　
こ
の
た
び
皆
さ
ん
の
ご
支
持
に
よ

り
町
会
議
員
二
期
目
を
つ
と
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
期
目
の
経
験
を
生
か
し
て
が
ん
ば

り
ま
す
。

　
松
之
山
町
は
過
疎
が
進
み
、
生
活

に
困
る
人
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
軍
備

拡
大
、
大
企
業
奉
仕
の
自
民
党
政
治

に
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
切

実
な
要
望
は
無
視
さ
れ
町
民
の
負
担

が
重
い
か
ら
で
す
。
　
「
過
疎
か
ら
住

民
と
町
を
守
る
」
こ
れ
が
私
の
つ
と

め
と
心
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
に
皆
さ
ん
の
生
活
は
犠
牲
に
な

り
平
和
は
お
び
や
か
さ
れ
民
主
主
義

は
ふ
み
に
じ
ら
れ
よ
う
と
し
ま
す
が
、

私
は
こ
れ
に
対
し
て
今
後
四
年
間
皆

さ
ん
と
共
に
た
た
か
っ
て
明
か
る
い

生
活
、
明
か
る
い
町
づ
く
り
に
が
ん

ば
る
決
意
で
す
。
ご
指
導
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
藤
利
幸
（
5
4
歳
）

無
所
属
・
当
選
2
回
・
天
水
越

産
業
経
済
委
員
・
農
業
委
員

　
過
疎
現
象
が
、
相
変
ら
ず
進
行
し

て
い
る
厳
し
い
現
状
に
、
な
ん
と
か

歯
止
め
を
か
け
、
活
性
化
し
た
町
づ

く
り
に
、
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
若
い
人
が
定
着

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
就
業
の
場
の

確
保
が
必
要
で
あ
り
、
ス
キ
ー
場
、

大
厳
寺
牧
場
周
辺
や
、
大
松
山
一
帯

な
ど
の
観
光
施
設
の
充
実
を
始
め
、

特
産
物
な
ど
、
地
場
産
業
の
育
成
を

図
り
、
ま
た
農
地
の
基
盤
整
備
事
業

を
推
進
し
て
、
農
業
の
省
力
化
に
よ

り
労
働
生
産
性
を
高
め
、
畑
作
や
畜

産
の
発
展
、
更
に
、
道
路
改
良
や
、

地
辻
り
防
止
工
事
な
ど
、
公
共
事
業

の
推
進
、
そ
の
他
、
社
会
福
祉
、
医

療
の
充
実
、
教
育
の
振
興
な
ど
に
、

微
力
な
が
ら
、
心
を
新
た
に
し
て
、

頑
張
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

高
橋
平
八
郎
（
6
3
歳
）

無
所
属
・
当
選
3
回
・
中

建
設
委
員
長

尾

　
こ
の
度
の
改
選
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
推
挙
に
よ
り
再
び
議
会
に
送
っ

て
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
私
は
町
民
の
代
弁
者
と
し
て

誠
実
と
努
力
を
信
条
に
特
に
次
の
点

に
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
農
外
収
入
と
し
て
出
稼
と
同
様
生

活
に
依
存
度
の
高
い
公
共
事
業
の
導

入
に
よ
り
国
県
道
の
整
備
は
勿
論
の

こ
と
、
町
内
各
道
路
の
拡
充
整
備
、

更
に
は
山
林
の
荒
廃
を
防
止
す
る
種

々
の
施
策
の
促
進
。

②
過
疎
を
防
ぐ
た
め
の
青
少
年
の
町

内
定
住
施
策
。

③
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
主
眼
と
す

る
福
祉
行
政
の
充
実
。

④
冬
期
間
で
も
安
心
し
て
生
活
の
で

き
る
克
雪
対
策
の
推
進
。

小
野
塚
保
夫
（
5
0
歳
）

無
所
属
・
当
選
1
回
・
上
蝦
池

産
業
経
済
委
員

　
此
の
度
の
町
議
会
議
員
選
挙
に
際

し
ま
し
て
は
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
と

ご
激
励
を
賜
り
幸
い
に
も
無
投
票
に

て
当
選
の
栄
を
得
ま
し
た
こ
と
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
心
を

新
に
し
て
一
意
町
の
発
展
の
た
め
努

力
し
皆
様
方
の
ご
期
待
に
そ
う
よ
う

勤
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
何

卒
倍
旧
の
ご
指
導
と
．
こ
支
持
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
次
の
点
に
つ
い
て
特
に
力
を

入
れ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
工
場
誘
致
と
地
場
産
業
の
育
成

②
農
林
道
と
結
合
し
た
観
光
開
発

③
教
育
環
境
と
青
少
年
の
非
行
防
止

④
松
之
山
役
場
に
結
婚
相
談
所
を

⑤
老
人
の
福
祉
と
健
康
な
町
づ
く
り

竹
内
平
八
郎
（
7
0
歳
）

無
所
属
・
当
選
4
回
・
湯
之
島

産
業
経
済
委
員
長

　
こ
の
た
び
四
度
松
之
山
町
議
員
と

し
て
当
選
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
感
謝

し
て
居
り
ま
す
。
私
は
次
の
事
に
つ

い
て
実
現
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
①
五
十
七
年
に
は
町
か
ら

大
金
を
か
け
て
掘
さ
く
し
て
も
ら
い

ま
し
た
温
泉
の
開
発
は
残
念
に
も
失

敗
し
ま
し
た
。
今
度
は
湯
田
の
湯
を

利
用
し
て
温
泉
を
つ
く
り
た
い
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。
浦
田
選
出
の
議
員

の
皆
様
と
も
相
談
し
て
居
り
ま
す
が

金
の
か
か
る
事
で
す
の
で
容
易
な
事

業
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て
は

出
来
な
い
事
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。
②
月
池
松
代
線
の
早

期
改
良
促
進
③
渋
海
川
の
改
修
促
進

④
湯
之
島
ミ
ニ
総
パ
事
業
の
促
進
完

了
⑤
若
者
に
魅
力
の
あ
る
町
造
り
、

観
光
に
農
業
に
力
を
入
れ
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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相
沢
達
雄
議
員

大
厳
寺
高
原
に
植
栽
し
て
あ
る
花
木

の
保
育
管
理
を

　
大
厳
寺
高
原
一
帯
に
環
境
保
全
林

植
栽
事
業
で
花
木
が
植
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
て
見
る
に
し

の
び
な
い
惨
状
で
あ
る
。
大
厳
寺
高

原
は
大
事
な
観
光
地
で
あ
る
の
で
来

年
度
か
ら
本
格
的
な
手
入
れ
を
し
て

は
ど
う
か
。

竹
内
平
八
郎
議
員

浦
田
に
温
泉
を
、

調
査
を

湯
田
の
活
用
と
再

　
昨
年
三
、
○
○
○
万
円
の
大
金
を
投

じ
て
温
泉
の
掘
さ
く
を
や
っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
失
敗
に
終
っ
た
。
湯
田

の
お
湯
を
利
用
し
て
温
泉
に
し
た
ら

ど
う
か
、
ま
た
他
の
地
点
の
調
査
を

し
て
も
う
一
度
温
泉
掘
さ
く
す
る
考

え
は
な
い
か
。

田
辺
尚
二
議
員

松
代
の
農
業
改
良
普
及
所
の
統
廃
合

の
見
通
し
は

▽
普
及
所
の
統
廃
合
計
画
は
全
面
撤

回
し
農
業
の
振
興
に
力
を
入
れ
る
べ

き
だ
と
考
え
る
が
、
こ
の
問
題
を
今

後
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
隔
く
考
え

か
。▽
税
外
負
担
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

関
谷
　
勲
　
議
員

部
落
総
代
の
町
か
ら
の
手
当
引
上
げ

を
▽
ど
の
部
落
で
も
過
疎
が
進
み
、
自

治
団
体
で
あ
る
部
落
総
代
の
選
出
に

た
い
へ
ん
苦
労
し
て
い
る
。
ま
た
そ

の
部
落
長
手
当
も
高
額
と
な
っ
て
い

る
の
で
町
か
ら
出
て
い
る
部
落
総
代

手
当
を
引
き
上
げ
て
も
ら
い
た
い
。

▽
松
之
山
小
学
校
の
新
築
が
六
十
年

度
か
ら
実
施
計
画
に
の
っ
て
い
る
が

黒
倉
分
校
、
三
省
小
学
校
の
統
合
問

題
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
ど
う
か
。

高
橋
英
一
議
員

ス
キ
ー
場
の
運
営
は
公
営
企
業
体
で

や
つ
て
は

▽
総
合
計
画
を
た
て
て
事
業
を
行
っ

て
き
て
い
る
が
そ
の
経
過
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

▽
ス
キ
ー
場
の
運
営
を
町
は
十
年
位

町
営
で
や
り
た
い
と
し
て
い
る
が
、

私
は
公
営
企
業
体
で
や
る
べ
き
だ
と

思
う
。

▽
保
育
所
の
料
金
が
高
い
と
思
う
が

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、

保
育
所
の
入
園
時
期
を
年
二
回
に
で

き
な
い
か
。

▽
松
里
か
ん
ぱ
い
事
業
で
町
の
負
担

分
が
一
％
減
額
さ
れ
た
が
こ
れ
を
農

家
の
皆
さ
ん
に
ま
わ
す
考
え
は
な
い

か
。

村
山
里
志
議
員

嫁
対
策
の
現
状
と
今
後
の
と
り
組
に

つ
い
て

▽
嫁
問
題
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
、
ま
た
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
き
た
か
、
ま
た
今

後
の
対
策
は
ど
う
か
。

▽
十
二
月
三
日
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

工
事
を
進
め
て
い
る
松
之
山
温
泉
ス

キ
ー
場
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
、
ま

た
起
債
を
工
事
費
に
あ
て
て
い
る
が

返
済
計
画
な
ど
詳
細
に
町
の
広
報
等

で
説
明
し
町
民
の
理
解
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
コ

▽
温
泉
を
利
用
し
た
老
人
保
養
施
設

を
つ
く
り
町
外
者
に
も
入
所
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

柳
　
靖
治
議
員

青
年
の
夢
と
希
望
を
町
政
に
と
り
入

れ
る
た
め
に
一
日
町
議
会
を

▽
青
年
の
夢
を
町
政
に
と
り
入
れ
る

た
め
に
一
日
町
議
会
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

▽
町
内
の
幹
線
道
路
（
国
・
県
道
V
の

整
備
を
早
急
に
完
了
す
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

▽
大
荒
戸
線
を
こ
の
冬
よ
り
無
雪
道

路
に
出
来
な
い
か
。

▽
商
工
業
振
興
対
策
と
し
て
設
備
資

金
借
入
金
の
利
子
補
給
の
助
成
（
約

二
％
位
）
を
し
て
は
ど
う
か
。

▽
松
之
山
商
店
街
の
美
化
計
画
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
、
ま
た
商
店
街

に
ニ
カ
所
位
の
共
同
駐
車
場
を
つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。
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げ
0
．

松
之
山
部
落

　
　
大
花
火
大
会

　
松
之
山
部
落
の
秋
祭
が
九
月
三
日

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
保
育
園
児
の
み

こ
し
を
先
頭
に
小
学
生
、
大
人
の
み

こ
し
が
つ
づ
き
山
車
も
一
緒
に
目
抜

通
り
を
ね
り
歩
き
、
祭
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
歩
行
者
天
国
に
は
地
元
の
皆

さ
ん
の
金
魚
す
く
い
、
風
せ
ん
、
焼

き
　
　
き
　
ヤ

し
カ
　
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
夜
店

が
な
ら
び
子
供
達
は
大
喜
こ
び
、
農

協
加
工
所
広
場
で
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

祭
が
開
か
れ
た
。
婦
人
会
の
大
民
踊

流
し
が
南
と
北
か
ら
町
の
中
心
に
近

づ
く
と
祭
も
最
高
潮
に
達
し
、
大
花

火
大
会
に
一
、
五
〇
〇
人
の
人
達
が
歓

声
を
あ
げ
た
。

山車やみこしが街をねり歩くノ

子供達もまけずにワッショイ．ワッショイ→

婦人会による民踊流し↑

鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　灘
　　　　騒

10

月
8
日
（
土
）
　
　
　
医
師
都
合

10

月
2
2
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

　
十
月
三
十
一
日
（
月
）

◎
午
前
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

　
布
川
防
雪
セ
ン
タ
ー

◎
午
後
一
時
か
ら
三
時
半
ま
で

　
役
場
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水
梨
で
は
歌
舞
伎
の
再
興

　
水
梨
部
落
の
秋
祭
り
舞
台
は
、
復

活
六
年
目
に
し
て
、
歌
舞
伎
の
公
演

を
成
功
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。

　
こ
れ
は
松
之
山
町
内
は
お
ろ
か
、

県
下
で
も
極
め
て
め
ず
ら
し
い
こ
と

で
あ
り
、
各
方
面
が
ら
注
目
を
浴
び

て
い
る
。

　
九
月
三
日
の
祭
り
舞
台
に
登
場
し

た
出
し
物
は
、
五
十
数
年
の
伝
統
を

誇
る
水
梨
歌
舞
伎
「
太
功
記
十
段
目

ー
ー
尼
ケ
崎
の
段
」
。
明
智
光
秀
の
五

人
家
族
が
、
戦
（
い
く
さ
）
の
た
め

に
崩
壊
し
て
ゆ
く
過
程
を
描
く
名
狂

言
。
実
に
三
十
数
年
ぶ
り
の
再
現
。

　
青
・
壮
年
が
扮
し
た
十
次
郎
と
初

菊
の
別
れ
の
名
場
面
が
浮
き
上
が
り
、

さんば　そう

三番聖の舞で村歌舞伎の幕が開く

悲
し
い
せ
り
ふ
が
流
れ
る
と
、

人
と
埋
ま
っ
た
神
社
境
内
は
、

と
興
奮
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

す
か
。
進
展
す
る
悲
劇
は
、

年
の
舞
台
に
つ
な
ぎ
た
い
、

役
者
は
大
張
り
切
り
。

台
と
な
っ
た
、

拍四
手百

　
い
か
に
戦
が
平
和
な
家
庭
を
脅
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ひ
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ム
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
水
梨
歌
舞
伎
ρ

の
本
格
的
な
復
活
へ
の
重
要
な
初
舞

　
　
　
　
　
　
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
上
演
成
功
の
裏
に
は
、

か
つ
て
の
ム
ラ
歌
舞
伎
の
名
優
・
相

沢
春
義
（
五
七
）
さ
ん
ら
の
懇
切
、
か

つ
意
欲
的
な
指
導
が
あ
っ
た
点
は
、

見
逃
せ
な
い
。

　
歌
舞
伎
再
興
を
頂
点
に
、
秋
祭
り

を
舞
台
と
す
る
水
梨
文
化
は
、
今
や

花
ざ
か
り
だ
。
小
学
児
童
た
ち
の
力

強
い
踊
り
「
春
駒
」
、
き
れ
い
ど
こ

ろ
浪
路
会
の
「
お
け
さ
椿
」
、
経
験

豊
富
な
つ
く
し
会
の
「
帆
柱
お
こ
し

音
頭
」
、
唯
一
の
男
の
踊
り
グ
ル
ー

プ
・
立
浪
会
に
よ
る
「
七
之
助
節
」

な
ど
が
、
今
回
も
舞
台
を
盛
り
上
げ
た
。

　
青
年
会
の
演
じ
た
喜
劇
「
春
の
夢
」

も
、
夜
更
け
ま
で
観
衆
を
境
内
の
地

面
に
く
ぎ
付
け
に
し
た
。
中
島
幸
恵

さ
ん
（
茜
）
の
名
司
会
ぶ
り
に
、
魅
了

さ
れ
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。

　
大
向
こ
う
を
う
な
ら
せ
る
名
優
を

生
み
、
育
て
て
き
た
昔
か
ら
の
芝
居

ど
こ
ろ
”
水
梨
”
。
秋
祭
り
が
去
る

と
部
落
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
取
り
入

れ
へ
と
注
が
れ
る
。
水
梨
の
秋
祭
り

に
老
若
男
女
、
ム
ラ
人
た
ち
の
見
事

な
連
帯
を
見
た
。

自治宝くじ助成金（200万円）で

　　　　　　　　　造った立派な舞台です
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げ
0
．

松
之
山
部
落

　
　
大
花
火
大
会

　
松
之
山
部
落
の
秋
祭
が
九
月
三
日

盛
大
に
行
わ
れ
た
。
保
育
園
児
の
み

こ
し
を
先
頭
に
小
学
生
、
大
人
の
み

こ
し
が
つ
づ
き
山
車
も
一
緒
に
目
抜

通
り
を
ね
り
歩
き
、
祭
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
歩
行
者
天
国
に
は
地
元
の
皆

さ
ん
の
金
魚
す
く
い
、
風
せ
ん
、
焼

き
　
　
き
　
ヤ

し
カ
　
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
の
夜
店

が
な
ら
び
子
供
達
は
大
喜
こ
び
、
農

協
加
工
所
広
場
で
は
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

祭
が
開
か
れ
た
。
婦
人
会
の
大
民
踊

流
し
が
南
と
北
か
ら
町
の
中
心
に
近

づ
く
と
祭
も
最
高
潮
に
達
し
、
大
花

火
大
会
に
一
、
五
〇
〇
人
の
人
達
が
歓

声
を
あ
げ
た
。

山車やみこしが街をねり歩くノ

子供達もまけずにワッショイ．ワッショイ→

婦人会による民踊流し↑

鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　饗　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　灘
　　　　騒

10

月
8
日
（
土
）
　
　
　
医
師
都
合

10

月
2
2
日
（
土
）
　
　
　
指
定
休
日

　
十
月
三
十
一
日
（
月
）

◎
午
前
九
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で

　
布
川
防
雪
セ
ン
タ
ー

◎
午
後
一
時
か
ら
三
時
半
ま
で

　
役
場
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水
梨
で
は
歌
舞
伎
の
再
興

　
水
梨
部
落
の
秋
祭
り
舞
台
は
、
復

活
六
年
目
に
し
て
、
歌
舞
伎
の
公
演

を
成
功
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
。

　
こ
れ
は
松
之
山
町
内
は
お
ろ
か
、

県
下
で
も
極
め
て
め
ず
ら
し
い
こ
と

で
あ
り
、
各
方
面
が
ら
注
目
を
浴
び

て
い
る
。

　
九
月
三
日
の
祭
り
舞
台
に
登
場
し

た
出
し
物
は
、
五
十
数
年
の
伝
統
を

誇
る
水
梨
歌
舞
伎
「
太
功
記
十
段
目

ー
ー
尼
ケ
崎
の
段
」
。
明
智
光
秀
の
五

人
家
族
が
、
戦
（
い
く
さ
）
の
た
め

に
崩
壊
し
て
ゆ
く
過
程
を
描
く
名
狂

言
。
実
に
三
十
数
年
ぶ
り
の
再
現
。

　
青
・
壮
年
が
扮
し
た
十
次
郎
と
初

菊
の
別
れ
の
名
場
面
が
浮
き
上
が
り
、

さんば　そう

三番聖の舞で村歌舞伎の幕が開く

悲
し
い
せ
り
ふ
が
流
れ
る
と
、

人
と
埋
ま
っ
た
神
社
境
内
は
、

と
興
奮
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

す
か
。
進
展
す
る
悲
劇
は
、

年
の
舞
台
に
つ
な
ぎ
た
い
、

役
者
は
大
張
り
切
り
。

台
と
な
っ
た
、

拍四
手百

　
い
か
に
戦
が
平
和
な
家
庭
を
脅
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ひ
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ム
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
水
梨
歌
舞
伎
ρ

の
本
格
的
な
復
活
へ
の
重
要
な
初
舞

　
　
　
　
　
　
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
こ
う
し
た
上
演
成
功
の
裏
に
は
、

か
つ
て
の
ム
ラ
歌
舞
伎
の
名
優
・
相

沢
春
義
（
五
七
）
さ
ん
ら
の
懇
切
、
か

つ
意
欲
的
な
指
導
が
あ
っ
た
点
は
、

見
逃
せ
な
い
。

　
歌
舞
伎
再
興
を
頂
点
に
、
秋
祭
り

を
舞
台
と
す
る
水
梨
文
化
は
、
今
や

花
ざ
か
り
だ
。
小
学
児
童
た
ち
の
力

強
い
踊
り
「
春
駒
」
、
き
れ
い
ど
こ

ろ
浪
路
会
の
「
お
け
さ
椿
」
、
経
験

豊
富
な
つ
く
し
会
の
「
帆
柱
お
こ
し

音
頭
」
、
唯
一
の
男
の
踊
り
グ
ル
ー

プ
・
立
浪
会
に
よ
る
「
七
之
助
節
」

な
ど
が
、
今
回
も
舞
台
を
盛
り
上
げ
た
。

　
青
年
会
の
演
じ
た
喜
劇
「
春
の
夢
」

も
、
夜
更
け
ま
で
観
衆
を
境
内
の
地

面
に
く
ぎ
付
け
に
し
た
。
中
島
幸
恵

さ
ん
（
茜
）
の
名
司
会
ぶ
り
に
、
魅
了

さ
れ
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。

　
大
向
こ
う
を
う
な
ら
せ
る
名
優
を

生
み
、
育
て
て
き
た
昔
か
ら
の
芝
居

ど
こ
ろ
”
水
梨
”
。
秋
祭
り
が
去
る

と
部
落
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
取
り
入

れ
へ
と
注
が
れ
る
。
水
梨
の
秋
祭
り

に
老
若
男
女
、
ム
ラ
人
た
ち
の
見
事

な
連
帯
を
見
た
。

自治宝くじ助成金（200万円）で

　　　　　　　　　造った立派な舞台です



1
寸
卜
o
り
ー
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私
．
講
灘
蕊
鞭
欝

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
、
外

出
先
な
ど
で
電
話
連
絡
し
た
い
時
、

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
で
私
の
か
わ

り
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か

と
、
あ
な
た
に
話
し
か
け
ま
す
。

　
ほ
ん
の
三
分
間
の
親
切
で
、
よ
ろ

こ
ん
で
も
ら
え
ま
す
の
で
、
街
や
道

路
で
電
話
お
願
い
手
帳
を
差
し
出
さ

れ
ま
し
た
ら
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
全
国
的
に
こ
の

手
帳
を
社
会
福
祉
事
務
所
や
市
町
村

役
場
な
ど
関
係
機
関
に
贈
呈
し
ま
し

た
。
手
帳
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
手
帳

を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
局
で
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
電
話
を

　
電
電
公
社
で
は
、
ひ
と
り
暮
し
の

方
や
、
か
ら
だ
の
ご
不
自
由
な
方
が

ご
使
用
に
な
る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
な
ど

福
祉
用
電
話
機
を
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
。
「
電
話
の
鳴
る
音
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
「
通
話
が
よ
く
聴
き
と
れ
な
い
」

等
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
電
報
電
話
局

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
　
月
額
料
金

▽
あ
ん
し
ん
（
緊
急
通
報
や
、
音
量

　
調
節
が
で
き
る
）
福
祉
用
一
．
七
〇

　
〇
円
、
一
般
用
三
、
五
〇
〇
円
。

▽
め
い
り
ょ
う
（
最
大
十
八
倍
ま
で

　
音
量
調
節
が
で
き
る
）
福
祉
用
一

　
〇
〇
円
、
一
般
用
一
七
〇
円
。

▽
ひ
び
き
（
骨
伝
導
に
よ
る
受
話
機

　
能
と
音
量
調
節
が
で
き
る
）
福
祉

　
用
五
〇
〇
円
。

▽
ふ
れ
あ
い
（
手
の
不
自
由
な
方
で

　
も
気
軽
に
電
話
で
き
る
）
福
祉
用

　
五
〇
〇
円
、
一
般
用
九
五
〇
円
。

◎
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ

で
着
信
電
話
を
し
ら
せ
る
）
福
祉
用

一
〇
〇
円
、
一
般
用
二
〇
〇
円
。

◎
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
（
低
周
波
に
よ
る

鳴
音
発
生
機
能
と
ベ
ル
音
量
調
節
が

で
き
る
）
福
祉
用
一
〇
〇
円
。

■
な
べ
を
材
質
で
選
ぶ
ー

銅
、
ア
ル
ミ
…

特
徴
を
知
り
使
い
分
け
よ
う

　
な
べ
に
は
銅
、
ア
ル
ミ
、
ホ
ウ
ロ

ウ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
材
質
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
き
さ
や

形
で
選
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
材
質

の
特
徴
を
考
え
て
な
べ
を
使
い
分
け

て
い
る
人
は
意
外
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
な
べ
は
毎
日
使
う
も
の
。
丈
夫
さ
、

使
い
や
す
さ
と
と
も
に
、
材
質
の
長

所
・
短
所
を
見
極
め
て
選
び
ま
し
ょ

う
。

〈
銅
な
べ
〉

　
銅
は
熱
の
伝
わ
り
方
（
熱
伝
導
）

が
非
常
に
よ
く
、
調
理
器
具
に
適
し

た
材
質
と
い
え
ま
す
。
半
面
、
高
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
く
し
ニ
う

で
、
手
入
れ
を
怠
る
と
サ
ビ
（
緑
青
）

が
出
る
の
が
難
点
。
そ
の
た
め
、
普

　
　
す
ず

通
は
錫
で
内
側
を
メ
ッ
キ
し
て
サ
ビ

る
の
を
防
い
で
い
ま
す
が
、
タ
ワ
シ

な
ど
で
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
る
と
は
が
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

£璽
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
曾

（
〆
　
の
ハ
㍉
　
　
）
軸遙

〈
ア
ル
ミ
な
べ
〉

　
熱
伝
導
が
良
く
、
軽
く
て
取
扱
い

に
便
利
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
種
類
は

豊
富
で
す
。

　
ア
ル
ミ
な
べ
は
、
酸
や
ア
ル
カ
リ

に
弱
い
た
め
表
面
に
ア
ル
マ
イ
ト
加

工
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

加
工
被
膜
が
は
が
れ
る
と
、
素
材
の

ア
ル
ミ
が
腐
食
し
、
表
面
が
黒
ず
ん

だ
り
、
白
い
は
ん
て
ん
が
で
き
た
り

し
ま
す
。
厚
手
の
も
の
ほ
ど
焦
げ
つ

き
に
く
く
耐
久
性
が
あ
り
ま
す
。
使

っ
た
あ
と
は
水
気
を
よ
く
ふ
き
と
る

こ
と
が
長
持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。

〈
鉄
な
べ
〉

　
鉄
は
丈
夫
で
、
高
温
加
熱
に
耐
え
、

保
温
力
が
良
い
一
方
、
重
く
て
サ
ビ

や
す
い
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。

使
用
後
は
、
空
炊
き
し
て
水
気
を
切

り
、
油
を
引
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
ホ
ウ
ロ
ウ
な
べ
〉

　
ホ
ウ
ロ
ウ
な
べ
は
ホ
ウ
ロ
ウ
用
鋼

板
に
ガ
ラ
ス
質
を
高
温
焼
き
付
け
し

た
も
の
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
の

も
の
が
多
く
、
酸
に
強
い
の
が
特
長

で
す
。
し
か
し
、
油
な
じ
み
が
悪
く

焦
げ
つ
き
や
す
い
、
傷
が
つ
く
と
下

地
の
鉄
に
サ
ビ
が
出
る
、
と
い
っ
た

短
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
炊
き

は
絶
対
に
禁
物
で
す
。

〈
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
な
べ
〉

　
焦
げ
つ
か
ず
、
手
入
れ
が
簡
単
な

フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
調
理
器
具
は
、

ア
ル
ミ
に
フ
ッ
素
を
含
む
合
成
樹
脂

を
高
温
で
焼
き
付
け
た
も
の
で
す
。

こ
び
り
つ
き
や
焦
げ
つ
き
に
強
く
、

使
用
後
の
手
入
れ
も
楽
で
す
が
、
表

面
の
フ
ッ
素
被
膜
が
す
り
減
っ
た
り
、

は
が
れ
や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
金
属
ヘ
ラ
や
金

属
タ
ワ
シ
で
強
く
こ
す
っ
た
り
す
る

と
キ
ズ
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
熱
に
弱
い
の
で
空
炊
き
や
極
端

に
少
な
い
量
で
の
調
理
は
禁
物
で
す
。
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九
月
二
十
日
新
潟
市
の
県
民
会
館

で
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
設
立
二

十
周
年
を
記
念
し
て
県
老
人
福
祉
大

会
が
開
か
れ
、
こ
の
式
典
で
小
谷
の

松
寿
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
が
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
松
寿
会
は
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ま

だ
農
作
業
な
ど
第
一
線
で
活
躍
し
な

が
ら
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
地
域

社
会
活
動
を
続
け
て
お
り
、
つ
つ
じ

園
の
管
理
や
年
三
回
の
部
落
内
神
社

等
の
清
掃
奉
仕
、
大
厳
寺
高
原
の
美

化
活
動
、
高
齢
者
友
愛
訪
問
、
団
子

ま
き
の
復
活
な
ど
先
頭
に
な
っ
て
明

る
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
文
化

の
伝
承
を
重
点
に
活
動
し
た
い
と
こ

の
会
の
代
表
で
あ
る
相
沢
達
雄
さ
ん

が
表
彰
の
喜
こ
び
を
語
っ
て
い
た
。

技
能
検
定
と

　
　
　
　
　
技
能
五
輪
の
県
大
会

　
技
能
検
定
は
、
技
能
者
の
自
己
啓

発
の
目
標
と
な
る
と
と
も
に
、
企
業

お
よ
び
社
会
一
般
に
と
っ
て
技
能
者

の
職
業
能
力
の
評
価
お
よ
び
処
遇
の

指
標
と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家

検
定
で
す
。

　
技
能
検
定
は
技
能
者
の
技
能
水
準

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
能
者

の
社
会
的
経
済
的
地
位
を
高
め
る
と

と
も
に
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
技
能
検
定
は
、
技
能
検
定
職

種
ご
と
に
一
級
と
二
級
と
単
一
等
級

に
分
か
れ
、
実
技
試
験
と
学
科
試
験

を
県
知
事
の
委
任
を
受
け
て
県
職
業

能
力
開
発
協
会
が
行
な
い
ま
す
。

　
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
に
は
、

一
級
お
よ
び
単
一
等
級
の
場
合
は
労

働
大
臣
よ
り
、
二
級
は
県
知
事
よ
り

合
格
証
が
交
付
さ
れ
、
技
能
士
と
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
実
技
試
験
に
併
せ
、
県
技
能

競
技
大
会
と
、
技
能
五
輪
地
方
大
会

を
行
い
、
優
秀
者
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。

特
に
優
秀
な
方
は
県
代
表
選
手
と
し

て
技
能
五
輪
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

す
。
　
詳
細
は
新
潟
県
商
工
労
働
部
職
業

訓
練
課
へ
。

君
。
、
真
下
二
三
－
五
五
一
一

水
田
利
用
再
編
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
植
の
杉
や
果
樹
は
必
ず
植
え
る

　
水
田
利
用
再
編
対
策
で
、
春
に
計

画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
秋
植
の
杉
や
果
樹
の
計
画
カ
所

と
現
地
確
認
で
補
植
を
指
摘
さ
れ
た

方
は
、
秋
の
う
ち
に
必
ず
植
え
て
下

さ
い
。
注
文
の
苗
は
十
一
月
上
旬
に

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
水
田
預
託
は
、
自
分
で
耕
作
で
き

る
ま
で
、
ま
た
は
、
他
に
耕
作
者
が

見
つ
か
る
ま
で
一
時
的
に
農
協
に
預

託
し
「
常
に
耕
作
可
能
な
状
態
で
管

理
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
充
分
な
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
永
年
性
作
物
を
引
き
抜
い
て
、
中

途
で
他
の
作
物
へ
転
換
し
た
場
合
（
た

と
え
ば
、
最
初
ク
ル
ミ
を
植
え
途
中

で
栗
に
転
換
し
た
場
合
な
ど
）
。
奨
励

金
は
出
ま
せ
ん
。

　
来
年
か
ら
は
第
三
期
水
田
利
用
対

策
が
始
ま
り
ま
す
が
、
転
作
目
標
面

積
の
増
加
や
奨
励
金
の
減
額
な
ど
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
域
、
集

落
ぐ
る
み
で
転
作
に
取
り
く
み
、
米

プ
ラ
ス
転
作
の
作
物
出
荷
に
よ
り
複

合
営
農
体
系
に
よ
り
、
農
家
経
営
を

図
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
来
年
の
転
作
計
画
は
秋
の
う
ち
に

立
て
て
、
雪
消
え
と
同
時
に
転
作
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

＊
受
検
申
請
受
付
は
1
0
月
1
7
日
㈲
ま

　
で
で
す
。
締
切
日
近
く
な
る
と
非

常
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
早
目
に

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

項　　　　目 日　　　　　時

実施公 示 昭和58年9月16日㈹
受検申請受付

〃　10月4日㈹から
〃　10月17日（月）まで

実技試験

問題公表 〃　11月25日働

実　　施
　〃　12月3日（土）から
昭和59年2月27日（月）まで

学科試験
〃　　2月12日（日）

〃　　2月19日（日）

〃　　2月26日（日）

合格発表 〃　　3月19日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　　無　　　　　　　　灘

『
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私
．
講
灘
蕊
鞭
欝

　
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
、
外

出
先
な
ど
で
電
話
連
絡
し
た
い
時
、

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
で
私
の
か
わ

り
に
電
話
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か

と
、
あ
な
た
に
話
し
か
け
ま
す
。

　
ほ
ん
の
三
分
間
の
親
切
で
、
よ
ろ

こ
ん
で
も
ら
え
ま
す
の
で
、
街
や
道

路
で
電
話
お
願
い
手
帳
を
差
し
出
さ

れ
ま
し
た
ら
、
あ
た
た
か
い
ご
協
力

を
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
電
電
公
社
で
は
、
全
国
的
に
こ
の

手
帳
を
社
会
福
祉
事
務
所
や
市
町
村

役
場
な
ど
関
係
機
関
に
贈
呈
し
ま
し

た
。
手
帳
を
紛
失
さ
れ
た
方
や
手
帳

を
希
望
さ
れ
る
方
は
電
話
局
で
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
電
話
を

　
電
電
公
社
で
は
、
ひ
と
り
暮
し
の

方
や
、
か
ら
だ
の
ご
不
自
由
な
方
が

ご
使
用
に
な
る
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
な
ど

福
祉
用
電
話
機
を
取
り
揃
え
て
お
り

ま
す
。
「
電
話
の
鳴
る
音
が
よ
く
わ
か
ら
な

い
」
「
通
話
が
よ
く
聴
き
と
れ
な
い
」

等
の
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
電
報
電
話
局

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
　
月
額
料
金

▽
あ
ん
し
ん
（
緊
急
通
報
や
、
音
量

　
調
節
が
で
き
る
）
福
祉
用
一
．
七
〇

　
〇
円
、
一
般
用
三
、
五
〇
〇
円
。

▽
め
い
り
ょ
う
（
最
大
十
八
倍
ま
で

　
音
量
調
節
が
で
き
る
）
福
祉
用
一

　
〇
〇
円
、
一
般
用
一
七
〇
円
。

▽
ひ
び
き
（
骨
伝
導
に
よ
る
受
話
機

　
能
と
音
量
調
節
が
で
き
る
）
福
祉

　
用
五
〇
〇
円
。

▽
ふ
れ
あ
い
（
手
の
不
自
由
な
方
で

　
も
気
軽
に
電
話
で
き
る
）
福
祉
用

　
五
〇
〇
円
、
一
般
用
九
五
〇
円
。

◎
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ベ
ル
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ

で
着
信
電
話
を
し
ら
せ
る
）
福
祉
用

一
〇
〇
円
、
一
般
用
二
〇
〇
円
。

◎
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
（
低
周
波
に
よ
る

鳴
音
発
生
機
能
と
ベ
ル
音
量
調
節
が

で
き
る
）
福
祉
用
一
〇
〇
円
。

■
な
べ
を
材
質
で
選
ぶ
ー

銅
、
ア
ル
ミ
…

特
徴
を
知
り
使
い
分
け
よ
う

　
な
べ
に
は
銅
、
ア
ル
ミ
、
ホ
ウ
ロ

ウ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
材
質
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
大
き
さ
や

形
で
選
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
材
質

の
特
徴
を
考
え
て
な
べ
を
使
い
分
け

て
い
る
人
は
意
外
と
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
な
べ
は
毎
日
使
う
も
の
。
丈
夫
さ
、

使
い
や
す
さ
と
と
も
に
、
材
質
の
長

所
・
短
所
を
見
極
め
て
選
び
ま
し
ょ

う
。

〈
銅
な
べ
〉

　
銅
は
熱
の
伝
わ
り
方
（
熱
伝
導
）

が
非
常
に
よ
く
、
調
理
器
具
に
適
し

た
材
質
と
い
え
ま
す
。
半
面
、
高
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
く
し
ニ
う

で
、
手
入
れ
を
怠
る
と
サ
ビ
（
緑
青
）

が
出
る
の
が
難
点
。
そ
の
た
め
、
普

　
　
す
ず

通
は
錫
で
内
側
を
メ
ッ
キ
し
て
サ
ビ

る
の
を
防
い
で
い
ま
す
が
、
タ
ワ
シ

な
ど
で
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
る
と
は
が
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

£璽
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
曾

（
〆
　
の
ハ
㍉
　
　
）
軸遙

〈
ア
ル
ミ
な
べ
〉

　
熱
伝
導
が
良
く
、
軽
く
て
取
扱
い

に
便
利
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
種
類
は

豊
富
で
す
。

　
ア
ル
ミ
な
べ
は
、
酸
や
ア
ル
カ
リ

に
弱
い
た
め
表
面
に
ア
ル
マ
イ
ト
加

工
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

加
工
被
膜
が
は
が
れ
る
と
、
素
材
の

ア
ル
ミ
が
腐
食
し
、
表
面
が
黒
ず
ん

だ
り
、
白
い
は
ん
て
ん
が
で
き
た
り

し
ま
す
。
厚
手
の
も
の
ほ
ど
焦
げ
つ

き
に
く
く
耐
久
性
が
あ
り
ま
す
。
使

っ
た
あ
と
は
水
気
を
よ
く
ふ
き
と
る

こ
と
が
長
持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
。

〈
鉄
な
べ
〉

　
鉄
は
丈
夫
で
、
高
温
加
熱
に
耐
え
、

保
温
力
が
良
い
一
方
、
重
く
て
サ
ビ

や
す
い
と
い
う
一
面
が
あ
り
ま
す
。

使
用
後
は
、
空
炊
き
し
て
水
気
を
切

り
、
油
を
引
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〈
ホ
ウ
ロ
ウ
な
べ
〉

　
ホ
ウ
ロ
ウ
な
べ
は
ホ
ウ
ロ
ウ
用
鋼

板
に
ガ
ラ
ス
質
を
高
温
焼
き
付
け
し

た
も
の
で
す
。
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
の

も
の
が
多
く
、
酸
に
強
い
の
が
特
長

で
す
。
し
か
し
、
油
な
じ
み
が
悪
く

焦
げ
つ
き
や
す
い
、
傷
が
つ
く
と
下

地
の
鉄
に
サ
ビ
が
出
る
、
と
い
っ
た

短
所
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
空
炊
き

は
絶
対
に
禁
物
で
す
。

〈
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
な
べ
〉

　
焦
げ
つ
か
ず
、
手
入
れ
が
簡
単
な

フ
ッ
素
樹
脂
加
工
の
調
理
器
具
は
、

ア
ル
ミ
に
フ
ッ
素
を
含
む
合
成
樹
脂

を
高
温
で
焼
き
付
け
た
も
の
で
す
。

こ
び
り
つ
き
や
焦
げ
つ
き
に
強
く
、

使
用
後
の
手
入
れ
も
楽
で
す
が
、
表

面
の
フ
ッ
素
被
膜
が
す
り
減
っ
た
り
、

は
が
れ
や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
金
属
ヘ
ラ
や
金

属
タ
ワ
シ
で
強
く
こ
す
っ
た
り
す
る

と
キ
ズ
が
つ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
熱
に
弱
い
の
で
空
炊
き
や
極
端

に
少
な
い
量
で
の
調
理
は
禁
物
で
す
。
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九
月
二
十
日
新
潟
市
の
県
民
会
館

で
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
設
立
二

十
周
年
を
記
念
し
て
県
老
人
福
祉
大

会
が
開
か
れ
、
こ
の
式
典
で
小
谷
の

松
寿
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
が
優
良
老

人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
松
寿
会
は
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ま

だ
農
作
業
な
ど
第
一
線
で
活
躍
し
な

が
ら
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
地
域

社
会
活
動
を
続
け
て
お
り
、
つ
つ
じ

園
の
管
理
や
年
三
回
の
部
落
内
神
社

等
の
清
掃
奉
仕
、
大
厳
寺
高
原
の
美

化
活
動
、
高
齢
者
友
愛
訪
問
、
団
子

ま
き
の
復
活
な
ど
先
頭
に
な
っ
て
明

る
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
後
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
文
化

の
伝
承
を
重
点
に
活
動
し
た
い
と
こ

の
会
の
代
表
で
あ
る
相
沢
達
雄
さ
ん

が
表
彰
の
喜
こ
び
を
語
っ
て
い
た
。

技
能
検
定
と

　
　
　
　
　
技
能
五
輪
の
県
大
会

　
技
能
検
定
は
、
技
能
者
の
自
己
啓

発
の
目
標
と
な
る
と
と
も
に
、
企
業

お
よ
び
社
会
一
般
に
と
っ
て
技
能
者

の
職
業
能
力
の
評
価
お
よ
び
処
遇
の

指
標
と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家

検
定
で
す
。

　
技
能
検
定
は
技
能
者
の
技
能
水
準

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
能
者

の
社
会
的
経
済
的
地
位
を
高
め
る
と

と
も
に
産
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
技
能
検
定
は
、
技
能
検
定
職

種
ご
と
に
一
級
と
二
級
と
単
一
等
級

に
分
か
れ
、
実
技
試
験
と
学
科
試
験

を
県
知
事
の
委
任
を
受
け
て
県
職
業

能
力
開
発
協
会
が
行
な
い
ま
す
。

　
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
に
は
、

一
級
お
よ
び
単
一
等
級
の
場
合
は
労

働
大
臣
よ
り
、
二
級
は
県
知
事
よ
り

合
格
証
が
交
付
さ
れ
、
技
能
士
と
称

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
実
技
試
験
に
併
せ
、
県
技
能

競
技
大
会
と
、
技
能
五
輪
地
方
大
会

を
行
い
、
優
秀
者
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。

特
に
優
秀
な
方
は
県
代
表
選
手
と
し

て
技
能
五
輪
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

す
。
　
詳
細
は
新
潟
県
商
工
労
働
部
職
業

訓
練
課
へ
。

君
。
、
真
下
二
三
－
五
五
一
一

水
田
利
用
再
編
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
植
の
杉
や
果
樹
は
必
ず
植
え
る

　
水
田
利
用
再
編
対
策
で
、
春
に
計

画
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
秋
植
の
杉
や
果
樹
の
計
画
カ
所

と
現
地
確
認
で
補
植
を
指
摘
さ
れ
た

方
は
、
秋
の
う
ち
に
必
ず
植
え
て
下

さ
い
。
注
文
の
苗
は
十
一
月
上
旬
に

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
水
田
預
託
は
、
自
分
で
耕
作
で
き

る
ま
で
、
ま
た
は
、
他
に
耕
作
者
が

見
つ
か
る
ま
で
一
時
的
に
農
協
に
預

託
し
「
常
に
耕
作
可
能
な
状
態
で
管

理
す
る
こ
と
」
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
充
分
な
管
理
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　
永
年
性
作
物
を
引
き
抜
い
て
、
中

途
で
他
の
作
物
へ
転
換
し
た
場
合
（
た

と
え
ば
、
最
初
ク
ル
ミ
を
植
え
途
中

で
栗
に
転
換
し
た
場
合
な
ど
）
。
奨
励

金
は
出
ま
せ
ん
。

　
来
年
か
ら
は
第
三
期
水
田
利
用
対

策
が
始
ま
り
ま
す
が
、
転
作
目
標
面

積
の
増
加
や
奨
励
金
の
減
額
な
ど
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
域
、
集

落
ぐ
る
み
で
転
作
に
取
り
く
み
、
米

プ
ラ
ス
転
作
の
作
物
出
荷
に
よ
り
複

合
営
農
体
系
に
よ
り
、
農
家
経
営
を

図
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
来
年
の
転
作
計
画
は
秋
の
う
ち
に

立
て
て
、
雪
消
え
と
同
時
に
転
作
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
ご
協
力
を
、

お
願
い
し
ま
す
。

＊
受
検
申
請
受
付
は
1
0
月
1
7
日
㈲
ま

　
で
で
す
。
締
切
日
近
く
な
る
と
非

常
に
混
み
合
い
ま
す
の
で
早
目
に

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

項　　　　目 日　　　　　時

実施公 示 昭和58年9月16日㈹
受検申請受付

〃　10月4日㈹から
〃　10月17日（月）まで

実技試験

問題公表 〃　11月25日働

実　　施
　〃　12月3日（土）から
昭和59年2月27日（月）まで

学科試験
〃　　2月12日（日）

〃　　2月19日（日）

〃　　2月26日（日）

合格発表 〃　　3月19日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　　無　　　　　　　　灘

『
亥
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十
月
は
国
保
強
調
月
間

　
わ
た
し
た
ち
が
、
毎
月
の
生
活
を

続
け
て
い
く
う
え
で
も
っ
と
も
心
配

な
こ
と
の
一
つ
に
自
分
自
身
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
の
だ
れ
か
が
病

気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
医
療
費
や
生
活
費
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
病
気
や
け
が
だ
け
で
な

く
、
お
産
や
お
葬
式
が
あ
っ
た
場
合

も
同
じ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
時
の

出
費
に
備
え
て
、
わ
た
し
た
ち
が
平

素
か
ら
お
金
を
出
し
合
い
、
病
気
、

け
が
、
出
産
、
死
亡
な
ど
の
際
、
お

互
に
生
活
上
の
困
難
を
助
け
合
お
う
、

と
い
う
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
健

康
保
険
の
制
度
で
す
。

　
会
社
へ
勤
め
て
い
る
人
や
そ
の
家

族
は
、
職
場
の
健
康
保
険
、
各
種
共

済
組
合
へ
加
入
で
き
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
い
ず
れ
に
も
入
っ
て
い
な
い
人

の
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
が
必
ず
ど

こ
か
の
健
康
保
険
に
入
り
、
日
頃
か

ら
お
金
を
出
し
合
っ
て
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
そ
な
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
に

は
と
て
も
大
切
な
制
度
で
す
。

　
な
お
、
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
場

合
六
十
五
歳
）
以
上
の
人
の
医
療
に

つ
い
て
は
、
老
人
保
健
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
国
保
の
加
入
者
が
七
十
歳
（
寝
た

き
り
の
人
は
六
十
五
歳
）
に
な
る
と
、

医
療
に
つ
い
て
は
国
保
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
、
老
人
保
健
法
の
も
と
で
、

そ
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
た
だ
し
、
国
保
の
被
保
険
者
と
し

て
の
資
格
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
、
医

療
以
外
の
給
付
（
た
と
え
ば
葬
祭
費

な
ど
）
は
国
保
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
の
資
格
は
残
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
従
来
ど
お
り
保
険
税
は

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
と
保
険
税

　
保
険
税
は
、
お
医
者
さ
ん
へ
支
払

う
医
療
費
な
ど
を
初
め
と
し
、
国
保

を
運
営
す
る
重
要
な
財
源
で
す
。
こ

れ
に
国
や
県
・
町
か
ら
の
補
助
金
と

合
せ
て
国
保
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
現
在
、
私
た
ち
が
納
め

て
い
る
保
険
税
は
高
い
と
お
考
え
で

す
か
、
安
い
と
お
考
え
で
す
か
、
も

ち
ろ
ん
、
高
く
て
や
り
き
れ
な
い
と

お
考
え
の
方
も
多
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
ょ
う
。
高
い
か
、
安
い
か
、
実

は
保
険
税
の
額
を
決
め
る
の
は
、
外

な
ら
ぬ
私
た
ち
被
保
険
者
自
身
な
の

で
す
。

　
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
医
療
費
の
二
十
五
％

が
保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
医
療
費
が
ふ
え

れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
保
険
税
を
値

上
げ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
私
た
ち
の
負
担
が
増
す

と
い
う
こ
と
に
し
か
な
ら
な
い
の
で

す
。

　
保
険
税
は
こ
れ
か
ら
先
、
高
く
な

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
安
く
な
る
こ
と

は
ま
ず
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
と
い
う
の
は
、
医
療
費
は
毎
年
ふ

え
て
ゆ
く
こ
と
が
確
実
だ
か
ら
で
す
。

　
医
療
費
が
ふ
え
る
の
は
、
①
人
口

構
成
の
中
で
老
人
の
し
め
る
割
合
が

急
速
に
ふ
え
る
こ
と
。
老
人
は
む
ず

か
し
い
病
気
を
い
ろ
い
ろ
か
か
え
て

い
る
の
で
医
療
費
も
か
さ
み
ま
す
。

②
医
学
が
進
歩
し
、
高
度
の
内
容
の

治
療
や
検
査
が
ど
ん
ど
ん
採
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
③
生
活
水

準
が
向
上
し
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
人
が
ふ
え
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
り

医
療
費
が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
そ
の

二
十
五
％
で
ま
か
な
う
保
険
税
も
高

く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
医
者
代
は
「
タ
ダ
」
で
は
な
く
結

局
被
保
険
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
医
者
の
か
か
り
方
に
ム
ダ
の
な
い

よ
う
日
常
の
健
康
管
理
に
注
意
し
考

え
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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左
上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
人
当
の
医

療
費
と
保
険
税
を
表
し
た
も
の
で
す
。

五
十
七
年
度
の
医
療
費
は
、
老
人
一

　
　
　
　
別

　
　
　
　
4
7

臆難臨
533円　25，845円　　30・119円

度53　54　55　56　57

人
当
た
り
が
三
十
七
万
円
、
老
人
を

除
く
一
般
医
療
費
が
一
人
当
た
り
八

万
円
で
、
老
人
の
医
療
費
が
一
般
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　　1人当たりの

万円　　医療費と保険税
4・1　377，5。6円

374，

2瀧
老人医療費

　　1

般医療賛
円177・9・8円

蝉巴陰
m　28，094円偵

30

　　248，

ll］

56，380
　　　　　1

21，53

年度

　万円1件当たりの

、翫譜医響矧
197・31廻　244．334円i　l

医
療
費
の
約
五
倍
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
が
毎
年
上
昇
す
る
に
つ

れ
て
、
私
た
ち
の
負
担
す
る
保
険
税

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
右
上
の
グ
ラ
フ
は
一
件
当
た

り
の
医
療
費
を
入
院
、
入
院
外
、
歯

　
　
　
　
円

　
　
　
　
1
　
　
　
　
円

　
　
　
　
4
8
み
　
　
　
3

244，334円
　　　ド
　　入院

堺11島1b5円i
蟷甜1．1≒1

　、’　　11，672円
8，591円　　　11，43

　　　1鷲円1

　　8，961

1慢

8，704円

54　55　56　57年度53

科
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。
五
十
七

年
度
は
、
入
院
医
療
費
の
金
額
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
高
度
の

検
査
や
治
療
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
ガ
ン
や

脳
血
管
疾
患
系
の
病
気
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
老
人
保
健
法
が
、
二
月
一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
国
保
医
療
費

か
ら
老
人
医
療
費
が
除
か
れ
る
た
め
、

国
保
財
政
は
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

老
人
医
療
費
、
一
般
医
療
費
と
も
五

％
以
上
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、
こ
の

ま
ま
で
は
保
険
税
の
引
き
上
げ
も
予

想
さ
れ
ま
し
た
が
、
基
金
か
ら
の
繰

入
等
で
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
国
保
会
計
か
ら
は
、
老
人
医

療
費
に
見
合
う
額
が
老
人
医
療
費
拠

出
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
は
約
一
億
円
で
、
老
人

一
人
当
た
り
二
十
三
万
円
の
拠
出
金

を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
増
え
続
け
る
医
療
費

を
抑
え
る
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見

や
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
た
い
む

の
で
す
。

、

歎見た

　　　不足はかっけの原因

ビタミンB1の働き

　体に取り入れられた食物は、そのままでは体の活動に

生かされません。ビタミンB　lは、糖質、脂質、タンパク

質が体に必要な成分になる変化を助ける栄養素です。

　例えば、米やイモ、砂糖などの糖質は、体の中で分解

され、エネルギーを発生しなければなりません。ビタミ

ンBlは、このときの変化を助ける働きをしています。

不足するとどうなるか

　ビタミンB星が不足すると、食物から体に必要な成分へ

の変化が起きなくなったり、中途半端な変化に終わり、

必要でない物質が体の中にたくさんつくられたりします。

糖質の例でいえば、エネルギーの発生が妨げられ、代わ

りに血液中の酸（乳酸、ピルビン酸）が増えます。

　それが原因となって、食欲不振になったり、神経や心

臓に異常がみられるようになります。さらにひどくなる

胚
芽

鱒謄
〆
　
，
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
要
O

’
脚
気
翻

撫
盤

　　か　う　け

と、脚気が起こり、足がしびれたりむくんだりします。

どんな食品に含まれるか

　ビタミンBlを多く含む食品は、豚肉、ラッカセイ、大

豆、小麦胚芽などです。

　また、ニンニタの臭気成分アリシンは、ビタミンB1の

吸収をよくし、血液中のビタミンBIの濃度を高める働き

をします。

摂取するときの注意

　ビタミンB、は、水に溶けるので、使われない分は尿に

混ざって体の外に出てしまいます。ビタミンAと違い蓄

えがききませんから、毎日体に取り入れなければなりま

せん。1日の所要量は、成人で0．6～1．0ミリグラム。豚

のロース肉100gが、だい臼たい1ミリグラムに相当します。

特に糖質を多く取ったときは、それをエネルギーとして

生かすため、ビタミンB］も体に取り入れるよう心がけて

ください。
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十
月
は
国
保
強
調
月
間

　
わ
た
し
た
ち
が
、
毎
月
の
生
活
を

続
け
て
い
く
う
え
で
も
っ
と
も
心
配

な
こ
と
の
一
つ
に
自
分
自
身
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
家
族
の
だ
れ
か
が
病

気
に
な
っ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
き

の
医
療
費
や
生
活
費
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
は
病
気
や
け
が
だ
け
で
な

く
、
お
産
や
お
葬
式
が
あ
っ
た
場
合

も
同
じ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
時
の

出
費
に
備
え
て
、
わ
た
し
た
ち
が
平

素
か
ら
お
金
を
出
し
合
い
、
病
気
、

け
が
、
出
産
、
死
亡
な
ど
の
際
、
お

互
に
生
活
上
の
困
難
を
助
け
合
お
う
、

と
い
う
目
的
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
健

康
保
険
の
制
度
で
す
。

　
会
社
へ
勤
め
て
い
る
人
や
そ
の
家

族
は
、
職
場
の
健
康
保
険
、
各
種
共

済
組
合
へ
加
入
で
き
ま
す
が
、
こ
れ

ら
の
い
ず
れ
に
も
入
っ
て
い
な
い
人

の
た
め
に
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
人
が
必
ず
ど

こ
か
の
健
康
保
険
に
入
り
、
日
頃
か

ら
お
金
を
出
し
合
っ
て
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
そ
な
え
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
に

は
と
て
も
大
切
な
制
度
で
す
。

　
な
お
、
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の
場

合
六
十
五
歳
）
以
上
の
人
の
医
療
に

つ
い
て
は
、
老
人
保
健
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
国
保
の
加
入
者
が
七
十
歳
（
寝
た

き
り
の
人
は
六
十
五
歳
）
に
な
る
と
、

医
療
に
つ
い
て
は
国
保
か
ら
切
り
離

さ
れ
て
、
老
人
保
健
法
の
も
と
で
、

そ
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に
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り
ま

す
。　
た
だ
し
、
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の
被
保
険
者
と
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て
の
資
格
は
そ
の
ま
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残
さ
れ
、
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療
以
外
の
給
付
（
た
と
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ば
葬
祭
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な
ど
）
は
国
保
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ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
国
保
の
資
格
は
残
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
従
来
ど
お
り
保
険
税
は

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
と
保
険
税

　
保
険
税
は
、
お
医
者
さ
ん
へ
支
払

う
医
療
費
な
ど
を
初
め
と
し
、
国
保

を
運
営
す
る
重
要
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財
源
で
す
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こ
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に
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や
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・
町
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ら
の
補
助
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と
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国
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は
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営
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ま
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。

　
と
こ
ろ
で
現
在
、
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と
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や
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、
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と
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の
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が
保
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ま
か
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こ
と
に
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ま
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以
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の
よ
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に
、
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ま
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つ
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と
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こ
と
に
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い
の
で
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は
こ
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先
、
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る
こ
と
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て
も
安
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る
こ
と

は
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。

　
と
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の
は
、
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す
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①
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歩
し
、
高
度
の
内
容
の

治
療
や
検
査
が
ど
ん
ど
ん
採
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
③
生
活
水

準
が
向
上
し
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
人
が
ふ
え
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
り

医
療
費
が
ふ
え
る
に
つ
れ
て
、
そ
の

二
十
五
％
で
ま
か
な
う
保
険
税
も
高

く
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
医
者
代
は
「
タ
ダ
」
で
は
な
く
結

局
被
保
険
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の

で
医
者
の
か
か
り
方
に
ム
ダ
の
な
い

よ
う
日
常
の
健
康
管
理
に
注
意
し
考

え
な
お
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
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左
上
の
グ
ラ
フ
は
、
一
人
当
の
医

療
費
と
保
険
税
を
表
し
た
も
の
で
す
。

五
十
七
年
度
の
医
療
費
は
、
老
人
一

　
　
　
　
別

　
　
　
　
4
7

臆難臨
533円　25，845円　　30・119円

度53　54　55　56　57

人
当
た
り
が
三
十
七
万
円
、
老
人
を

除
く
一
般
医
療
費
が
一
人
当
た
り
八

万
円
で
、
老
人
の
医
療
費
が
一
般
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

　　1人当たりの

万円　　医療費と保険税
4・1　377，5。6円

374，

2瀧
老人医療費

　　1

般医療賛
円177・9・8円

蝉巴陰
m　28，094円偵

30

　　248，

ll］

56，380
　　　　　1

21，53

年度

　万円1件当たりの

、翫譜医響矧
197・31廻　244．334円i　l

医
療
費
の
約
五
倍
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
医
療
費
が
毎
年
上
昇
す
る
に
つ

れ
て
、
私
た
ち
の
負
担
す
る
保
険
税

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
右
上
の
グ
ラ
フ
は
一
件
当
た

り
の
医
療
費
を
入
院
、
入
院
外
、
歯

　
　
　
　
円

　
　
　
　
1
　
　
　
　
円

　
　
　
　
4
8
み
　
　
　
3

244，334円
　　　ド
　　入院

堺11島1b5円i
蟷甜1．1≒1

　、’　　11，672円
8，591円　　　11，43

　　　1鷲円1

　　8，961

1慢

8，704円

54　55　56　57年度53

科
別
に
表
し
た
も
の
で
す
。
五
十
七

年
度
は
、
入
院
医
療
費
の
金
額
が
増

加
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
高
度
の

検
査
や
治
療
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
特
に
ガ
ン
や

脳
血
管
疾
患
系
の
病
気
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
老
人
保
健
法
が
、
二
月
一
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
国
保
医
療
費

か
ら
老
人
医
療
費
が
除
か
れ
る
た
め
、

国
保
財
政
は
軽
減
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

老
人
医
療
費
、
一
般
医
療
費
と
も
五

％
以
上
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
、
こ
の

ま
ま
で
は
保
険
税
の
引
き
上
げ
も
予

想
さ
れ
ま
し
た
が
、
基
金
か
ら
の
繰

入
等
で
保
険
税
を
引
き
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
国
保
会
計
か
ら
は
、
老
人
医

療
費
に
見
合
う
額
が
老
人
医
療
費
拠

出
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
度
は
約
一
億
円
で
、
老
人

一
人
当
た
り
二
十
三
万
円
の
拠
出
金

を
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
増
え
続
け
る
医
療
費

を
抑
え
る
た
め
、
病
気
の
早
期
発
見

や
日
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に
努
め
、

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
た
い
む

の
で
す
。

、

歎見た

　　　不足はかっけの原因

ビタミンB1の働き

　体に取り入れられた食物は、そのままでは体の活動に

生かされません。ビタミンB　lは、糖質、脂質、タンパク

質が体に必要な成分になる変化を助ける栄養素です。

　例えば、米やイモ、砂糖などの糖質は、体の中で分解

され、エネルギーを発生しなければなりません。ビタミ

ンBlは、このときの変化を助ける働きをしています。

不足するとどうなるか

　ビタミンB星が不足すると、食物から体に必要な成分へ

の変化が起きなくなったり、中途半端な変化に終わり、

必要でない物質が体の中にたくさんつくられたりします。

糖質の例でいえば、エネルギーの発生が妨げられ、代わ

りに血液中の酸（乳酸、ピルビン酸）が増えます。

　それが原因となって、食欲不振になったり、神経や心

臓に異常がみられるようになります。さらにひどくなる

胚
芽

鱒謄
〆
　
，
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
要
O

’
脚
気
翻

撫
盤

　　か　う　け

と、脚気が起こり、足がしびれたりむくんだりします。

どんな食品に含まれるか

　ビタミンBlを多く含む食品は、豚肉、ラッカセイ、大

豆、小麦胚芽などです。

　また、ニンニタの臭気成分アリシンは、ビタミンB1の

吸収をよくし、血液中のビタミンBIの濃度を高める働き

をします。

摂取するときの注意

　ビタミンB、は、水に溶けるので、使われない分は尿に

混ざって体の外に出てしまいます。ビタミンAと違い蓄

えがききませんから、毎日体に取り入れなければなりま

せん。1日の所要量は、成人で0．6～1．0ミリグラム。豚

のロース肉100gが、だい臼たい1ミリグラムに相当します。

特に糖質を多く取ったときは、それをエネルギーとして

生かすため、ビタミンB］も体に取り入れるよう心がけて

ください。
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初めてへりコプターにさわり子供達は大喜こび

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
三
省
小
訪
問

　
九
月
二
十
一

日
か
ら
三
十
日

ま
で
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動

が
行
な
わ
れ
た

が
、
こ
の
運
動

を
前
に
九
月
十

九
日
県
警
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
（
こ

し
か
ぜ
）
が
交

通
安
全
教
室
を

開
く
た
め
に
三

省
小
学
校
を
訪

問
し
た
。

　
二
十
二
名
の

児
童
と
地
区
の
人
達
約
五
十
人
が
迎

え
る
中
午
前
十
一
時
半
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
グ
ラ
ン
ド
に
着
陸
し
、
機
長
さ

ん
に
児
童
代
表
が
花
束
を
贈
っ
た
。

　
校
長
、
教
育
長
さ
ん
の
挨
拶
の
あ

と
安
塚
警
察
署
長
さ
ん
な
ど
か
ら
交

通
事
故
の
話
や
登
下
校
時
の
注
意
が

あ
り
最
後
に
交
通
安
全
誓
い
の
こ
と

ば
を
児
童
代
表
が
宣
言
し
て
こ
の
教

室
を
終
っ
た
。

　
み
ん
な
が
一
生
懸
命
勉
強
し
た
の

で
機
長
さ
ん
の
案
内
で
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
さ
わ
っ
た
り
操
従
席
に
す
わ
っ

て
み
た
り
し
て
子
供
た
ち
は
大
喜
こ

び
だ
っ
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

　
備
入
れ
期
間
が
長
い
と
、
後
あ
と

返
す
の
に
背
が
折
れ
謙
す
。
、
返
済
が

遅
れ
る
と
利
患
が
か
さ
ん
で
ニ
ッ
旗

も
筆
ツ
携
螂
輪
か
な
く
な
鱒
慧
サ
ゆ
灘

　
契
約
書
を
よ
く
読
む
。

　
稽
入
れ
金
噸
、
糊
閥
、
利
率
」
蓮

約
金
、
、
越
鋳
方
法
嶽
ぎ
を
欝
衝
上
、
，

十
分
に
確
か
め
て
か
ら
契
約
書
菰
摺

名
押
印
す
る
蕃
匙
。

　
自
紙
委
荘
数
陣
印
灘
斑
書
ぽ

松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
各
地
か
ら

す
ば
ら
し
い
作
品
一
〇
八
点
が
よ
せ

ら
れ
、
こ
の
程
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　
特
選
に
大
分
市
の
天
野
と
も
お
さ

ん
（
四
〇
歳
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
山
を
バ
ッ
ク
に

シ
ュ
プ
ー
ル
と
温
泉
の
湯
け
む
り
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

▽
特
選
　
天
野
と
も
お
（
大
分
市
）
，

▽
入
選
　
近
藤
む
つ
み
（
愛
知
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
点

　
　
　
　
奥
村
よ
ね
ぞ
う
（
滋
賀
県
）
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育
て
よ
う
国
の
制
度
で
退
職
金

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

退
職
金
制
度
を
自
前
で
も
つ
こ
と
が

困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助
で

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
退
職
し
た
従

業
員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
中
小
企
業
の
皆
様
方

の
ご
利
用
を
是
非
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽
国
の
制
度
で
す
の
で
、
安
全
、
確

　
実
で
す
。

▽
掛
金
は
全
額
経
費
扱
い
に
な
り
ま

　
す
。

▽
退
職
金
に
国
庫
補
助
金
が
つ
き
ま

　
す
。

▽
過
去
の
勤
務
期
間
も
通
算
で
き
ま

　
す
。

▽
毎
月
の
掛
金
が
口
座
振
替
で
納
付

　
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
掛
金
は
一
、
二
〇
〇
円
か
ら

一
六
、
○
○
○
円
ま
で
の
十
九
種
類
の

中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、

常
用
従
業
員
が
一
人
以
上
三
〇
〇
人

以
下
か
、
資
本
金
お
よ
び
出
資
金
の

額
が
一
億
円
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
中
小
企
業
で
す
。

　
加
入
の
申
込
み
は
、
金
融
機
関
に

備
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え

申
込
金
（
掛
金
一
カ
月
分
）
を
そ
え

て
、
代
理
店
と
な
っ
て
い
る
金
融
機

関
に
申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
団
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

費
〇
三
－
四
三
六
1
0
一
五
一

退職金額早見表

（一部の例を示したものです）

　　　　　　　　　国庫補助金を含む

掛金月額
10，000円 16，000円5，000円

年数

5（年） 350，880 697，380 1，113，180

10 938，890 1，853，390 2，950，790

15 1，718，130 3，391，630 5，399，830

20 2，715，530 5，360，530 8，534，530

25 4，050，200 7，995，200 12，729，200

30 5，836，600 11，521，600 18，343，600

霧麹　　　　懸

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
“
赤
い
羽
根
”
で
親
し
ま
れ
て
い

る
国
民
た
す
け
あ
い
の
共
同
募
金
が
、

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
い
っ
せ

い
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
志

に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々
の

幸
せ
が
築
か
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
す
け
あ
い
の
心
「
お
互
い
に
困

っ
た
と
き
は
た
す
け
あ
い
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
活
動
に
進
ん

で
参
加
し
よ
う
」
と
い
う
一
人
ひ
と

り
の
や
さ
し
さ
を
行
動
で
表
わ
す
も

の
、
そ
れ
が
赤
い
羽
根
で
す
。

　
昨
年
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
総
額

九
十
一
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
浄
財
は
、
県
共
同

募
金
会
を
通
じ
、
民
間
社
会
福
祉
施

設
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
団
体

に
配
分
し
、
福
祉
の
増
進
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
恵

ま
れ
な
い
境
遇
の
人
た
ち
に
、
お
た

が
い
の
助
け
合
い
精
神
に
よ
っ
て
、

あ
た
た
か
い
善
意
の
手
を
さ
し
の
べ

よ
う
と
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

聾・ら

▲

1

　　　　　　　ゐや》さしさを隣＞きソ

離轡
越
地
方
振
萎

▽
日
　
時

　
十
一
月
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

▽
場
　
所

　
上
越
市
厚
生
南
会
館

　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
公
園
内
）

▽
内
　
容

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
明
日
の
上
越
地
方
に
期
待
す
る
」

　
若
者
定
住
へ
の
提
言

◎
記
念
講
演
、

「
相
撲
よ
も
や
ま
話
」

　
北
出
清
五
郎
氏
（
N
H
K
ア
ナ
ウ

　
ン
ス
室
顧
問
）
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初めてへりコプターにさわり子供達は大喜こび

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
三
省
小
訪
問

　
九
月
二
十
一

日
か
ら
三
十
日

ま
で
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動

が
行
な
わ
れ
た

が
、
こ
の
運
動

を
前
に
九
月
十

九
日
県
警
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
（
こ

し
か
ぜ
）
が
交

通
安
全
教
室
を

開
く
た
め
に
三

省
小
学
校
を
訪

問
し
た
。

　
二
十
二
名
の

児
童
と
地
区
の
人
達
約
五
十
人
が
迎

え
る
中
午
前
十
一
時
半
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
が
グ
ラ
ン
ド
に
着
陸
し
、
機
長
さ

ん
に
児
童
代
表
が
花
束
を
贈
っ
た
。

　
校
長
、
教
育
長
さ
ん
の
挨
拶
の
あ

と
安
塚
警
察
署
長
さ
ん
な
ど
か
ら
交

通
事
故
の
話
や
登
下
校
時
の
注
意
が

あ
り
最
後
に
交
通
安
全
誓
い
の
こ
と

ば
を
児
童
代
表
が
宣
言
し
て
こ
の
教

室
を
終
っ
た
。

　
み
ん
な
が
一
生
懸
命
勉
強
し
た
の

で
機
長
さ
ん
の
案
内
で
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
さ
わ
っ
た
り
操
従
席
に
す
わ
っ

て
み
た
り
し
て
子
供
た
ち
は
大
喜
こ

び
だ
っ
た
。

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
ま
る

　
備
入
れ
期
間
が
長
い
と
、
後
あ
と

返
す
の
に
背
が
折
れ
謙
す
。
、
返
済
が

遅
れ
る
と
利
患
が
か
さ
ん
で
ニ
ッ
旗

も
筆
ツ
携
螂
輪
か
な
く
な
鱒
慧
サ
ゆ
灘

　
契
約
書
を
よ
く
読
む
。

　
稽
入
れ
金
噸
、
糊
閥
、
利
率
」
蓮

約
金
、
、
越
鋳
方
法
嶽
ぎ
を
欝
衝
上
、
，

十
分
に
確
か
め
て
か
ら
契
約
書
菰
摺

名
押
印
す
る
蕃
匙
。

　
自
紙
委
荘
数
陣
印
灘
斑
書
ぽ

松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
i
場
の
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
北
海

道
か
ら
九
州
ま
で
の
全
国
各
地
か
ら

す
ば
ら
し
い
作
品
一
〇
八
点
が
よ
せ

ら
れ
、
こ
の
程
審
査
が
行
わ
れ
た
。

　
特
選
に
大
分
市
の
天
野
と
も
お
さ

ん
（
四
〇
歳
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
）
の

作
品
が
選
ば
れ
た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
、
山
を
バ
ッ
ク
に

シ
ュ
プ
ー
ル
と
温
泉
の
湯
け
む
り
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

▽
特
選
　
天
野
と
も
お
（
大
分
市
）
，

▽
入
選
　
近
藤
む
つ
み
（
愛
知
県
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
点

　
　
　
　
奥
村
よ
ね
ぞ
う
（
滋
賀
県
）
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育
て
よ
う
国
の
制
度
で
退
職
金

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

退
職
金
制
度
を
自
前
で
も
つ
こ
と
が

困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助
で

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
退
職
し
た
従

業
員
へ
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う

に
す
る
も
の
で
、
労
使
双
方
か
ら
喜

ば
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
中
小
企
業
の
皆
様
方

の
ご
利
用
を
是
非
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽
国
の
制
度
で
す
の
で
、
安
全
、
確

　
実
で
す
。

▽
掛
金
は
全
額
経
費
扱
い
に
な
り
ま

　
す
。

▽
退
職
金
に
国
庫
補
助
金
が
つ
き
ま

　
す
。

▽
過
去
の
勤
務
期
間
も
通
算
で
き
ま

　
す
。

▽
毎
月
の
掛
金
が
口
座
振
替
で
納
付

　
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
掛
金
は
一
、
二
〇
〇
円
か
ら

一
六
、
○
○
○
円
ま
で
の
十
九
種
類
の

中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
の
は
、

常
用
従
業
員
が
一
人
以
上
三
〇
〇
人

以
下
か
、
資
本
金
お
よ
び
出
資
金
の

額
が
一
億
円
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
中
小
企
業
で
す
。

　
加
入
の
申
込
み
は
、
金
融
機
関
に

備
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え

申
込
金
（
掛
金
一
カ
月
分
）
を
そ
え

て
、
代
理
店
と
な
っ
て
い
る
金
融
機

関
に
申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
事
業
団
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

費
〇
三
－
四
三
六
1
0
一
五
一

退職金額早見表

（一部の例を示したものです）

　　　　　　　　　国庫補助金を含む

掛金月額
10，000円 16，000円5，000円

年数

5（年） 350，880 697，380 1，113，180

10 938，890 1，853，390 2，950，790

15 1，718，130 3，391，630 5，399，830

20 2，715，530 5，360，530 8，534，530

25 4，050，200 7，995，200 12，729，200

30 5，836，600 11，521，600 18，343，600

霧麹　　　　懸

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

　
“
赤
い
羽
根
”
で
親
し
ま
れ
て
い

る
国
民
た
す
け
あ
い
の
共
同
募
金
が
、

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
い
っ
せ

い
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
お
志

に
よ
り
、
一
人
で
も
多
く
の
人
々
の

幸
せ
が
築
か
れ
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
す
け
あ
い
の
心
「
お
互
い
に
困

っ
た
と
き
は
た
す
け
あ
い
、
住
み
よ

い
地
域
社
会
を
つ
く
る
活
動
に
進
ん

で
参
加
し
よ
う
」
と
い
う
一
人
ひ
と

り
の
や
さ
し
さ
を
行
動
で
表
わ
す
も

の
、
そ
れ
が
赤
い
羽
根
で
す
。

　
昨
年
は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
総
額

九
十
一
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
浄
財
は
、
県
共
同

募
金
会
を
通
じ
、
民
間
社
会
福
祉
施

設
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
団
体

に
配
分
し
、
福
祉
の
増
進
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
恵

ま
れ
な
い
境
遇
の
人
た
ち
に
、
お
た

が
い
の
助
け
合
い
精
神
に
よ
っ
て
、

あ
た
た
か
い
善
意
の
手
を
さ
し
の
べ

よ
う
と
、
昭
和
二
十
二
年
か
ら
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

聾・ら

▲

1

　　　　　　　ゐや》さしさを隣＞きソ

離轡
越
地
方
振
萎

▽
日
　
時

　
十
一
月
四
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
か
ら

▽
場
　
所

　
上
越
市
厚
生
南
会
館

　
　
　
　
　
　
　
（
高
田
公
園
内
）

▽
内
　
容

◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
明
日
の
上
越
地
方
に
期
待
す
る
」

　
若
者
定
住
へ
の
提
言

◎
記
念
講
演
、

「
相
撲
よ
も
や
ま
話
」

　
北
出
清
五
郎
氏
（
N
H
K
ア
ナ
ウ

　
ン
ス
室
顧
問
）
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さ
る
、
九
月
九
日
松
之
山
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
第
四
回
新
潟
県
少

年
の
主
張
東
頸
城
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　
）

　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
島

　
　
　
　
　
　
大優秀賞に武江民子さん（

東頸城地区大会

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
日
頃
考

え
て
い
る
清
新
で
建
設
的
な
意
見
を

発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
健

康
な
心
身
づ
く
り
を
努
め
る
と
と
も

に
郡
内
住
民
の
健
全
育
成
に
対
す
る

理
解
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

で
今
回
で
第
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
郡
内
七
ヵ
校
よ
り
計

十
四
名
の
中
学
生
よ
り
意
見
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
地
元

中
学
生
並
び
に
青
少
年
育
成
関
係
者

の
他
、
郡
内
町
村
よ
り
多
数
の
青
少

年
育
成
関
係
者
が
参
加
し
、
中
学
生

の
真
剣
な
意
見
発
表
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に
は
大
島

中
学
校
三
年
の
武
江
民
子
さ
ん
が
選

ば
れ
新
井
市
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県

大
会
に
東
頸
地
区
代
表
と
し
て
出
場

い
た
し
ま
し
た
。

　
東
頸
城
大
会
の
成
績

▽
優
秀
賞

　
大
島
中
三
年
　
武
江
民
子

　
「
親
に
教
わ
る
心
」

▽
奨
励
賞

　
松
之
山
中
二
年
　
渡
辺
美
千
子

　
「
心
を
豊
か
に
」

　
浦
田
中
二
年
　
石
塚
み
さ
子

　
「
皆
ん
な
と
一
緒
に
活
動
で
き
る

　
　
喜
び
」

浦
田
中
三
年
　
高
澤
　
誠

　
「
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

松
之
山
中
三
年
　
山
岸
明
美

　
「
生
き
る
姿
勢
を
考
え
る
」

松之山中で行われた少年の主張大会

町
羅
穴
驚
裕

ま　　
　
一

　
　
　
］

　
　
　
ヒ
　
　
　
　

　
　
　
い

　
　
　
母
阻

　
　
　
’

　
　
』
　
　
滝

まつのや

　
“
わ
が
松
之
山
を
美
し
く
”
を
テ

ー
マ
に
十
一
月
に
町
内
一
斉
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
最
近
、
道
路
に
ア
キ
缶
や
ナ
イ
ロ

ン
袋
な
ど
が
な
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
町
を
明
る
く
き
れ
い

な
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
と
　
き
　
十
一
月
五
日
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

▽
と
こ
ろ
　
町
内
主
要
道
路

▽
内
容
　
ア
キ
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾

　
　
　
　
　
い

▽
参
加
　
自
由
参
加

▽
主
　
催

　
松
之
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
松
之
山
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文
募
集

　
町
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
提
唱
し
、
明
る
い
家
庭

づ
く
り
運
動
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
方
法
で
明
る
い
家

庭
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
　
「
家
庭
の
日
」
の
過
し

方
や
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
あ
る
い
は
、
家

族
全
員
で
働
い
て
汗
を
流
し
た
こ
と

な
ど
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
関
す
る

ど
ん
な
内
容
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
後

日
町
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
多
数
の
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　
　
原
稿
用
紙
（
四
〇
〇
字
詰
）
で

　
二
枚
以
内
に
ま
と
め
て
下
さ
い
。

▽
送
付
先
・
松
之
山
町
公
民
館
宛
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全
国
防
犯
運
動
背
冒
～
智

　
　
　
　
　
犯
罪
と
事
故
の
な
い
町
に

　
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
全

国
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
郡
内
で
は
、
学
校
荒
し
や
商
店
の

侵
入
盗
難
事
件
、
農
協
の
整
備
工
場
金

庫
破
り
、
あ
き
巣
、
駐
車
中
の
自
動

車
内
か
ら
金
品
を
盗
む
な
ど
の
事
件

が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
二
十
九
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
郡
防
犯
協
会
と
安
塚
警
察
で
は
、

「
み
ん
な
で
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

　
る
事
務
室
の
出
入
口
・
机
・
ロ
ッ

　
カ
ー
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
施
錠
を

確
実
に
す
る
。

▽
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸
締

　
り
の
確
認
と
隣
近
所
に
留
守
を
頼

　
み
、
不
審
者
が
立
ち
ま
わ
っ
た
と

　
き
は
、
す
ぐ
一
一
〇
番
す
る
よ
う

依
頼
し
て
お
く
。

▽
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
ド

　
ア
を
必
ず
ロ
ッ
タ
す
る
こ
と
を
習

　
慣
づ
け
る
。

、
拶
審
の
葬
籍
紡
轟
鷲
灘

宅
に
保
管
し
な
い
。

少
年
の
灘
行
紡
止

①
昔
話
で
勝
負
す
る
な
。

②
親
の
価
値
を
金
で
売
り
渡
す
な
。

③
怒
り
を
忘
れ
た
父
親
に
な
る
な
。

④
期
待
は
し
て
も
過
大
要
求
す
る
な
。

⑤
や
る
気
は
育
て
る
よ
り
も
、
そ
ろ

　
え
る
も
の
。

⑥
家
庭
内
で
も
役
割
（
仕
事
）
を
も

　
た
せ
よ
。

⑦
冒
険
は
若
者
の
特
権
だ
、
失
敗
を

　
恐
れ
る
な
。

⑧
親
の
最
大
の
仕
事
は
子
供
に
将
来

　
の
進
路
を
発
見
さ
せ
る
こ
と
。

⑨
悪
い
芽
は
小
さ
い
う
ち
に
摘
み
と

　
れ
。

9
月
に
あ
つ
た
行
事

　
郡
内
の
少
年
非
行
は
、
さ
い
銭
盗
、

自
動
販
売
機
荒
し
、
万
引
き
な
ど
の

盗
み
や
、
不
純
異
性
交
遊
に
伴
う
性

非
行
等
二
十
数
名
の
青
少
年
が
補
導

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
は
突
然
に
非
行
化
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盗
み
や
性
非

行
、
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
の
乱
用
な
ど

▽ 欝・ を　と　フ

学 購 呼いし
校
、 騰 びう到

豊め妙か君
1～～～

ム
云
社
な

：灘

［
の
繋

かこ　蛙

けと室
てで歪
い

、

　　　ノさ1玉5オ†　不

⑱
ど
夜
　 li辮

間

ま次’
すの
。こ

無
人

と
に

魅◎
太
う
ト
｝

と
な

注
意L

多 》 ）

＜㌧ 》
▽

一現夜
般金間
家　・は

▽ ［
瀧
、
嚢
i
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、

判
’

庭貴事 費
で重務
は品室

鍮
轟

多をや

ノ

○く⊃
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　レ

困
〉
た
ワ を

額置職
のか員
現な室
金いな
　。ど

の「

篶
鍍
讐
灘

・》

　》

自　　に

常子煙すの冒
行供

、

o非

動達友服行

●

／

＞

　　　　．な困オ
　　　　ち・し略マ

頭～3泣，，
誠や　　　⊂＼
　㌧　　　し　　　　　　　　　　　ヒラ

　　て
葛
，

　な
譲 い

つる　い

　’意

をを達装は
見放づの必
て任き乱ず
やすあれそ

てこな無前
く　と　ど断兆

だなに外が
さ　く注泊あ

o日　し喫ま

’の

’り

o
～
αづ

．／、

牟

　ろ、だ
オ病　）
し　爵　τ

宍嫌
＼》議

伶
づ
望
③」
～
。し

⑫
を
知
つ
て

の子教若子
役のえ死育
目暮よほて

⑪⑩

。どに
親生
不兵
幸法
は　は

o い
る
な禁
い物
oの こ

が
親
と
を

13　12　9　　8　　7　　1

日日日日日日
19
日

30　28　27　22　20

日日　日日　日

農
業
共
済
嘱
託
員
会

民
生
委
員
協
議
会

水
稲
損
害
評
価
打
ち
合
せ
会

少
年
の
主
張
大
会
（
松
之
山
中
）

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

臨
時
議
会

出
稼
相
談
会
（
自
然
休
セ
ン
タ
↓

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
交
通

安
全
教
室
（
三
省
小
）

民
生
委
員
推
薦
会

教
育
委
員
会

定
例
議
会
（
2
8
日
ま
で
）

教
育
委
員
会

農
業
委
員
会
総
会

　
国
や
県
・
町
な
ど
が
行
う
仕
事
で

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に
「
行
政
相
談
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　
行
政
の
苦
情
や
要
望
を
聞
き
、
解

決
を
図
っ
て
く
れ
る
の
が
行
政
相
談

員
で
す
。
秘
密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま

す
か
ら
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。▽
十
月
十
八
日
（
火
）

　
午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で

　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
十
月
十
九
日
（
水
）

　
午
後
一
，
時
か
ら
四
時
ま
で

　
布
川
防
雪
セ
ン
タ
ー
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さ
る
、
九
月
九
日
松
之
山
中
学
校

体
育
館
に
お
い
て
第
四
回
新
潟
県
少

年
の
主
張
東
頸
城
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
　
）

　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
　
島

　
　
　
　
　
　
大優秀賞に武江民子さん（

東頸城地区大会

　
こ
の
大
会
は
、
中
学
生
が
日
頃
考

え
て
い
る
清
新
で
建
設
的
な
意
見
を

発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ら
が
健

康
な
心
身
づ
く
り
を
努
め
る
と
と
も

に
郡
内
住
民
の
健
全
育
成
に
対
す
る

理
解
を
深
め
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

で
今
回
で
第
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
郡
内
七
ヵ
校
よ
り
計

十
四
名
の
中
学
生
よ
り
意
見
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
地
元

中
学
生
並
び
に
青
少
年
育
成
関
係
者

の
他
、
郡
内
町
村
よ
り
多
数
の
青
少

年
育
成
関
係
者
が
参
加
し
、
中
学
生

の
真
剣
な
意
見
発
表
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に
は
大
島

中
学
校
三
年
の
武
江
民
子
さ
ん
が
選

ば
れ
新
井
市
で
開
催
さ
れ
た
新
潟
県

大
会
に
東
頸
地
区
代
表
と
し
て
出
場

い
た
し
ま
し
た
。

　
東
頸
城
大
会
の
成
績

▽
優
秀
賞

　
大
島
中
三
年
　
武
江
民
子

　
「
親
に
教
わ
る
心
」

▽
奨
励
賞

　
松
之
山
中
二
年
　
渡
辺
美
千
子

　
「
心
を
豊
か
に
」

　
浦
田
中
二
年
　
石
塚
み
さ
子

　
「
皆
ん
な
と
一
緒
に
活
動
で
き
る

　
　
喜
び
」

浦
田
中
三
年
　
高
澤
　
誠

　
「
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

松
之
山
中
三
年
　
山
岸
明
美

　
「
生
き
る
姿
勢
を
考
え
る
」

松之山中で行われた少年の主張大会

町
羅
穴
驚
裕

ま　　
　
一

　
　
　
］

　
　
　
ヒ
　
　
　
　

　
　
　
い

　
　
　
母
阻

　
　
　
’

　
　
』
　
　
滝

まつのや

　
“
わ
が
松
之
山
を
美
し
く
”
を
テ

ー
マ
に
十
一
月
に
町
内
一
斉
ク
リ
ー

ン
大
作
戦
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

　
最
近
、
道
路
に
ア
キ
缶
や
ナ
イ
ロ

ン
袋
な
ど
が
な
げ
捨
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
町
を
明
る
く
き
れ
い

な
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
清
掃
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
と
　
き
　
十
一
月
五
日
　
ω

　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
半
～

▽
と
こ
ろ
　
町
内
主
要
道
路

▽
内
容
　
ア
キ
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
拾

　
　
　
　
　
い

▽
参
加
　
自
由
参
加

▽
主
　
催

　
松
之
山
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

　
松
之
山
町
青
年
団
体
連
絡
協
議
会

明
る
い
家
庭
づ
く
り
作
文
募
集

　
町
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家

庭
の
日
」
と
提
唱
し
、
明
る
い
家
庭

づ
く
り
運
動
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
家
庭
で
も
そ

れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
方
法
で
明
る
い
家

庭
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
　
「
家
庭
の
日
」
の
過
し

方
や
明
る
い
家
庭
を
つ
く
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
こ
と
あ
る
い
は
、
家

族
全
員
で
働
い
て
汗
を
流
し
た
こ
と

な
ど
明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
関
す
る

ど
ん
な
内
容
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

そ
の
様
子
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
後

日
町
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
多
数
の
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　
　
原
稿
用
紙
（
四
〇
〇
字
詰
）
で

　
二
枚
以
内
に
ま
と
め
て
下
さ
い
。

▽
送
付
先
・
松
之
山
町
公
民
館
宛

卜b，92髄”1””1””ll”II””IIll”1【1g】”1”1”1”””1””””1111”II”1””””””lll”III”Ill””””llll”1””””””“1”1”ll”III”1”1”1”“”1”1”“II”llll”Illl“””1”“”1”””1広報まつのやま

全
国
防
犯
運
動
背
冒
～
智

　
　
　
　
　
犯
罪
と
事
故
の
な
い
町
に

　
十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
全

国
防
犯
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
郡
内
で
は
、
学
校
荒
し
や
商
店
の

侵
入
盗
難
事
件
、
農
協
の
整
備
工
場
金

庫
破
り
、
あ
き
巣
、
駐
車
中
の
自
動

車
内
か
ら
金
品
を
盗
む
な
ど
の
事
件

が
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
二
十
九
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
郡
防
犯
協
会
と
安
塚
警
察
で
は
、

「
み
ん
な
で
犯
罪
や
事
故
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

　
る
事
務
室
の
出
入
口
・
机
・
ロ
ッ

　
カ
ー
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
施
錠
を

確
実
に
す
る
。

▽
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
戸
締

　
り
の
確
認
と
隣
近
所
に
留
守
を
頼

　
み
、
不
審
者
が
立
ち
ま
わ
っ
た
と

　
き
は
、
す
ぐ
一
一
〇
番
す
る
よ
う

依
頼
し
て
お
く
。

▽
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
ド

　
ア
を
必
ず
ロ
ッ
タ
す
る
こ
と
を
習

　
慣
づ
け
る
。

、
拶
審
の
葬
籍
紡
轟
鷲
灘

宅
に
保
管
し
な
い
。

少
年
の
灘
行
紡
止

①
昔
話
で
勝
負
す
る
な
。

②
親
の
価
値
を
金
で
売
り
渡
す
な
。

③
怒
り
を
忘
れ
た
父
親
に
な
る
な
。

④
期
待
は
し
て
も
過
大
要
求
す
る
な
。

⑤
や
る
気
は
育
て
る
よ
り
も
、
そ
ろ

　
え
る
も
の
。

⑥
家
庭
内
で
も
役
割
（
仕
事
）
を
も

　
た
せ
よ
。

⑦
冒
険
は
若
者
の
特
権
だ
、
失
敗
を

　
恐
れ
る
な
。

⑧
親
の
最
大
の
仕
事
は
子
供
に
将
来

　
の
進
路
を
発
見
さ
せ
る
こ
と
。

⑨
悪
い
芽
は
小
さ
い
う
ち
に
摘
み
と

　
れ
。

9
月
に
あ
つ
た
行
事

　
郡
内
の
少
年
非
行
は
、
さ
い
銭
盗
、

自
動
販
売
機
荒
し
、
万
引
き
な
ど
の

盗
み
や
、
不
純
異
性
交
遊
に
伴
う
性

非
行
等
二
十
数
名
の
青
少
年
が
補
導

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
青
少
年
は
突
然
に
非
行
化
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
盗
み
や
性
非

行
、
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
の
乱
用
な
ど
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第30回

　　　新潟県大会
▽
コ
ン
ク
ー
ル
の
目
的

　
　
青
年
の
皆
さ
ん
が
何
を
感
じ
、

　
何
を
考
え
て
い
る
の
か
を
一
般
の

　
人
々
に
強
く
訴
え
る
と
と
も
に
、

　
若
い
世
代
の
清
新
に
し
て
、
か
つ

　
建
設
的
な
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

　
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

▽
今
年
の
テ
ー
マ

　
①
青
春
・
こ
こ
に
打
ち
込
む
。

　
　
仕
事
、
研
究
、
ス
ポ
ー
ツ
、
冒

　
険
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
活
動
な
ど
、
い
ま
あ
な
た
が
打

　
ち
込
ん
で
い
る
も
の
、
青
春
を
生

　
き
て
い
る
と
感
じ
る
も
の
は
何
ん

　
で
す
か
。

②
わ
た
し
の
生
き
方
を
変
え
た
も

　
　
の
。

　
　
あ
る
人
物
、
あ
る
事
件
、
あ
る

書
物
と
の
出
会
い
。
あ
な
た
を
挫

折
、
失
敗
か
ら
立
直
ら
せ
た
も
の
。

友
情
、
な
か
ま
同
志
の
連
帯
、
師

　
の
恩
、
家
族
の
愛
情
な
ど
。
あ
な

　
た
は
そ
こ
か
ら
何
を
得
ま
し
た
か
。

　
③
い
ま
、
日
本
人
の
ひ
と
り
と
し

　
　
て
。

　
　
あ
な
た
は
今
ま
で
の
自
分
の
体

　
験
を
通
し
て
、
日
本
に
つ
い
て
考

　
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
日
本

　
人
の
ひ
と
り
と
し
て
、
若
い
世
代

　
か
ら
訴
え
た
い
こ
と
が
あ
る
と
す

　
れ
ば
、
そ
れ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

※
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
以
上
の
三
つ

　
で
す
。
な
お
、
テ
ー
マ
の
趣
旨
に

　
沿
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
題
名
は

　
自
由
に
つ
け
て
結
構
で
す
。

※
五
分
以
内
で
発
表
が
終
わ
る
よ
う

　
ま
と
め
（
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用

　
紙
四
枚
以
内
）
原
稿
に
応
募
票
を

　
添
え
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
稿
締
切

　
十
月
二
十
一
日
（
金
）
当
日
消
印

有
効
。

▽
参
加
資
格

　
新
潟
県
に
お
住
ま
い
の
昭
和
三
十

　
三
年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
四
十

　
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　
方
。

▽
新
潟
県
大
会

　
十
一
月
二
十
日
（
日
）
午
後
一
時

　
N
H
K
新
潟
放
送
局

▽
放
送
日

　
十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

　
ラ
ジ
オ
第
一
、
午
前
十
一
時
か
ら

　
十
一
時
五
十
五
分
。

▽
賞
　
原
稿
審
査
に
合
格
さ
れ
た
方
は
県

　
大
会
に
出
場
。
最
優
秀
、
優
秀
の

　
の
か
た
に
は
賞
状
、
賞
品
を
、
ま

　
た
出
場
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
り

　
ま
す
。

　
最
優
秀
の
方
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

　
で
行
な
う
全
国
大
会
出
場
者
選
考

　
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

　
こ
で
全
国
大
会
出
場
者
を
選
び
ま

　
す
。

▽
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
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新
潟
市
川
岸
町
一
ー
四
九

　〒
N
H
K
新
潟
放
送
局
「
青
年
の
主

　
張
」
係
含
。
．
蓋
、
「
、
…
一
、
一
丁
二
二

励
押
北
電
力

▽
十
月
二
十
日
（
木
）

。
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
ま
で

・
上
之
山
、
西
の
前
、
北
浦
田

　
曽
根
、
新
田
、
湯
の
島
、
豊
田
、

　
坂
中
、
月
池
、
中
立
山
、
中
原
、

　
田
麦
立
。

▽
十
月
二
十
七
日
（
木
）

。
午
前
三
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で

。
新
山
、
小
谷
、
水
梨
、
大
荒
戸
、

　
黒
倉
、
修
業
者
、
藤
原
、
曽
根
、

　
西
之
前
、
北
浦
田
、
新
田
、
豊
田
、

　
上
之
山
、
湯
之
島
、
坂
中
、
月
池
、

　
中
立
山
、
田
麦
立
、
中
原
。

松
之
山
の
一
部
。

入
＊
結
果

　
　
　
　
　
9
月

▽
建
第
三
十
三
号
、
道
路
災
害
復
旧

　
工
事
、
崩
田
・
田
麦
立
線
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
五
六
〇
万
円

戸
．
．
．
廿

　
県
の
内
職
相
談
セ
ン
タ
ー
の
出
先

機
関
で
あ
る
、
上
越
地
区
婦
人
就
業

援
助
相
談
室
で
は
、
月
曜
日
と
金
曜

日
の
週
二
回
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所

二
階
で
内
職
相
談
室
を
開
い
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

①
内
職
の
相
談
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
ま

　
す
。

②
内
職
発
注
事
業
所
の
求
人
申
し
込

　
み
を
利
用
下
さ
い
。

③
内
職
に
必
要
な
技
術
指
導
を
い
た

　
し
ま
す
。

④
内
職
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
調
査

　
を
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤
内
職
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
行
い
ま

　
す
。

▽
上
越
市
本
城
町
九
番
十
二
号

　
上
越
南
公
共
職
業
安
定
所

　
上
越
地
区
婦
人
就
業
援
助
相
談
室

　
君
〇
二
五
五
（
二
三
）
六
一
二
一

ロ
う
ぶ
声

鈴
木
大
輔

村
山
　
　
健

□
新
婚
さ
ん

（
小
谷
・
淳
の
長
男
）

（
坪
野
・
末
男
の
長
男
）

▽
産
第
十
四
号
・
県
単
農
道
工
事

　
新
田
地
内
延
長
二
一
〇
メ
ー
ト
ル

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
、
三
五
〇
万
円

■
お
く
や
み

　
佐
藤
定
平
㈹

中
島
善
次
郎
圃

福
原
　
ス
ミ
㈱

福
原
　
　
實
㈱

佐
藤
　
信
吉
㈲

（
天
水
越
・
紺
屋
）

（
水
梨
・
中
田
）

（
坪
野
・
菊
屋
）

（
坪
野
・
上
峰
）

（
天
水
越
・
東
）


